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午前９時２３分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） おはようございます。まだ

開会の時間には随分早いんですけども、皆さん、大

変真面目に早く出てきていただいてるということ

で、定刻前ですけども、ただいまから総務委員会を

開会いたします。 

 改めまして、おはようございます。 

 先日、うちの会社のスタッフがちょうど空港を日

高側から上がっていくところで熊の親子を見かけ

たということで、随分時間がたってるんですけども、

そこで何かしたほうがよかったですかねって言わ

れたもんですから、警察か市役所、もしくは振興局

のほうに連絡を入れてもらわないと、何かがあって

からじゃ困るということで、特に親子ということで

したので、ちょっとその辺は知らなかったというこ

とでしたから、お伝えをしました。実は今年の山の

状況は、凶作ということらしいです。そういう意味

では、人里のほうに下りやすい環境になってるとい

うこともありますし、梨なんかはちょっと出来が悪

いとは聞くんですけども、今年はブドウが非常によ

くできてるということで、熊が非常に食べ放題で、

食べてるシーンというのをよく目撃されてるとい

うようなことをお聞きします。そういう意味では、

この暑さもありますし、人にも、特に動植物にとっ

ても、自然そのものが大変今厳しい時代であること

から、やはりそれぞれ一人一人できることから何と

か行動していけたらなというふうに思います。 

 ということで、本日は３時に終わりたいというふ

うに思ってますので、皆さん、協力をよろしくお願

いします。また、午前中は、実は振興局が午後から

という予定になってまして、早く終わっても、振興

局が来れないもんですから、そういう意味では、午

前中はちょっとゆっくりと、時間がありますので、

その点、聞けることはしっかり聞いてもらえたらと

思います。 

 それでは、次に、今日、明日２日間の審査の予定

についてお知らせをします。 

 審査の順序は、お手元の審査日程表のとおり、議

案の順序を変更し、本日は、当委員会に付託された

第１０９号議案及び当分科会に分担されました１

０２号議案の審査として、説明、質疑、討論、表決

まで行い、その後、意見、要望のまとめを行う予定

です。 

 明日は、当委員会に付託、また、当分科会に分担

されましたその他の議案の審査として、個別に説明、

質疑、討論、表決を行い、その後、意見、要望のま

とめを行う予定としております。 

 本日の当局出席者についてでありますが、審査日

程表に合わせ、午前、午後に分け、所管部署の職員

に出席いただくよう要請しておりますので、ご了承

願います。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、ホーム、総務委員会、総務０５．０９．１９

が本日の委員会のフォルダーです。そこに本日の委

員会の資料を配信しておりますので、ご覧ください。 

 委員の皆さん、並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては、要点を押さえ、簡潔、明瞭

に行っていただき、スムーズな議事進行にご協力を

お願いいたします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただきますようにお願い

をいたします。 

 ここで、委員会を暫時休憩します。 

午前９時２６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２６分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） 分科会を開会します。 

 これより、３、協議事項、１、付託・分担案件の

審査について、イ、分科会審査に入ります。 

 第１０２号議案、令和４年度豊岡市一般会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 第１０２号議案中、当分科会に審査を分担されま

したのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収

支に関する調書、財産に関する調書等についてであ

ります。 

 十分な質疑時間を確保するために、当局には、新

規事業や前年度から大きな変更のあった事業及び
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主要事業等を主として説明をいただくよう依頼し

ております。 

 当局の説明は、まず、財政課から全体概要を含め

て説明をいただき、その後、組織順で課ごとに所管

に係る歳出、歳入、実質収支調書、財産調書等を続

けて説明願います。 

 質疑は、説明が終わった後に一括して行いますの

で、よろしくお願いします。 

 それでは、順次説明願います。 

 財政課、長谷川課長。 

○財政課長（長谷川幹人） 令和４年度の決算認定議

案に関しまして、一般会計決算の概要をご説明いた

します。 

 まず、決算書の５９４ページ、５９５ページをご

覧ください。実質収支に関する調書でございます。

令和４年度の一般会計の決算額は、一番左の数字の

欄、歳入総額が５２３億７，４６２万９，０００円、

歳出総額が５１０億８，５５１万７，０００円でご

ざいました。翌年度への繰越財源２億６，６２６万

１，０００円を除いた実質収支額は１０億２，２８

５万１，０００円の黒字ということになっておりま

す。前年度の実質収支額との差引きであります単年

度収支額、これにつきましては、６億４，５５８万

７，０００円の赤字ということになっております。 

 また、年度中の財政調整基金への積立金や取崩し

額など、黒字、赤字要素を加味した実質単年度収支、

これは財政課が一番気にしてる数字なんですが、こ

の実質単年度収支につきましては、２億１３７万４，

０００円の赤字というふうになっております。これ

は、地方財政法で積立てが必要とされる２０２１年

度の決算剰余金の２分の１以上、８億４，０００万

円を財政調整基金ではなくて、市債管理基金に積み

立てたことが要因というふうになっております。 

 次に、戻っていただきまして、決算書７ページを

ご覧ください。７ページ、下側の総括表でございま

す。先ほど１，０００円単位で申し上げましたが、

一般会計の歳入総額、歳出総額などはご覧のとおり

でございます。そして、翌年度への繰越額、実質収

支額もご覧のとおり黒字というふうになっており

ます。黒字の要因としましては、歳入として、最終

予算と比較して国庫支出金など約３億９，０００万

円の減額ということになりましたが、一方、歳出の

ほうでは、扶助費、入札、そのほか見込額、除排雪

経費などのほか、新型コロナウイルス感染症対策と

して実施しました住民税非課税世帯などに一世帯

当たり１０万円を支給しました住民税非課税世帯

等臨時特別給付金の執行残など、総額で１４億１，

０００万円の不用額が発生したということが要因

というふうになっております。 

 ８ページ、９ページをご覧ください。歳入歳出決

算款別総括表でございます。まず、歳入です。歳入

は、１、市税、１５、使用料及び手数料、１７、県

支出金、１９、寄附金、２２、諸収入などが増収と

なった一方、１１の地方特例交付金、１２、地方交

付税、１６、国庫支出金、２０、繰入金、２３、市

債などが減収となりまして、前年度比約２３億５，

０００万円、４．３％の減といったことになってお

ります。 

 主なものにつきまして、まず、１、市税につきま

しては、法人市民税が減収ということになりました

が、新型コロナウイルス感染症による軽減措置の終

了に伴う固定資産税の増収のほか、個人市民税、軽

自動車税、市たばこ税なども増収となりまして、対

前年度比約４億５，０００万円の増収というふうに

なっております。 

 なお、入湯税につきましては、増収にはなってお

りますが、コロナ禍の影響は続いておりまして、コ

ロナ禍前の水準には回復してないということです。

入湯税につきましては、２０２２年度、０．９億円、

コロナ前が１．３億円でしたので、約４，０００万

円程度まだ減収が続いてるといった状況にありま

す。 

 １１、地方特例交付金、新型コロナ対策地方税減

収補填特別交付金の減額によりまして３億４，００

０万円の減収、１２、地方交付税のうち普通交付税

につきましては、２０２１年度に引き続き、基準財

政需要額に臨時経済対策費が創設され、再算定が行

われましたが、下水道費、公債費が減少したことに
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よりまして、約３億９，０００万円の減収、また、

特別交付税も除排雪経費の減少などにより、約９，

０００万円の減収ということになっております。 

 １５、使用料及び手数料につきましては、玄武洞

公園の有料化などによりまして、４，０００万円の

増収、１６、国庫支出金につきましては、生活困窮

者就労準備支援事業、子育て世帯への臨時特別給付

金給付事業などの終了によりまして、約１２億６，

０００万円の減収、１９、寄附金は、好調なふるさ

と納税などによりまして、１億２，０００万円の増

収、２０、繰入金につきましては、芸術文化観光専

門職大学への寄附のための財政調整基金繰入れの

終了などによりまして、約９億８，０００万円の減

収、２２、諸収入は、プレミアム付商品券の販売収

入などによりまして、約８億７，０００万円の増収、

２３、市債は、高機能消防指令センターの整備によ

る防災対策事業債の減収などにより、約９億９，０

００万円の減収といったことになっております。 

 次に、不納欠損額ですが、総額は１１ページ、真

ん中の列に記載のとおり、１，４５２万９，０００

円となっておりまして、その右隣の収入未済額は１

０億３，４８７万円というふうになっております。

収入未済総額から繰越事業の未収入特定財源であ

る国県支出金などの収入未済額を控除した実質的

な滞納額は約４億３，０００万円ということになり

ます。 

 続きまして、１２ページ、１３ページをご覧くだ

さい。歳出です。４、衛生費、６、農林水産業費、

７、商工費などが増額となった一方、２、総務費、

３、民生費、８、土木費、９、消防費、１２、公債

費などが減額となりまして、全体として対前年度比

約１８億３，０００万円、３．５％の減額といった

ことになっております。 

 主な歳出額の増減を申し上げますと、２、総務費

につきましては、対前年度比約１３億５，０００万

円の減額、芸術文化観光専門職大学への寄附の終了

などによるものです。 

 ３、民生費は、約１億１，０００万円の減額、子

育て世帯への臨時特別給付金の終了などによるも

のです。 

 ４、衛生費につきましては、２億円の増額、新型

コロナワクチン接種対策費の精算返納金の増額な

どによるものです。 

 ６、農林水産業費は、約２億９，０００万円の増

額で、特産物集出荷施設、これは但東のピーマンの

集出荷施設なんですが、の整備事業費の増額などに

よるものです。 

 ７、商工費は、約６億２，０００万円の増額で、

プレミアム付商品券換金等業務の増額によるもの

です。 

 ８、土木費は、約２億３，０００万円の減額で、

除排雪業務の減額などによるものです。 

 ９、消防費は、約６億１，０００万円の減額で、

高機能消防指令センター整備事業の終了などによ

るものです。 

 １２、公債費は、約５億７，０００万円の減額で、

市債元金の減額などによるものです。 

 １３ページの中ほどの列、翌年度繰越額でござい

ます。一番下の翌年度繰越額の歳出合計の欄、１３

億５，０９６万５，０００円、この金額を翌年度に

繰り越すものでございます。その右側の不用額につ

きましては、約１４億１，２８０万８，０００円、

これによりまして、先ほど申し上げました実質単年

度収支が黒字になるといったことが大きな要因と

いったことになります。 

 続いて、財政指標につきまして、概要を説明させ

ていただきます。 

 別途の共有システムにあります令和４年度豊岡

市決算の概要をご覧ください。４ページご覧くださ

い。各指標を載せております。 

 まず、自主財源比率です。４ページの自主財源比

率です。表にもありますように、２０２０年度は２

９．２％、２０２１年度は３１．４％、２０２２年

度は３３．８％といったことで、コロナ前の２０１

９年度の３５．５％と比較すると、数字が悪くなっ

てるということになります。これにつきましては、

２０２０年度ですね、２０２０年度以降、コロナ禍

や物価高騰対策として、国からの補助金、交付税が
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増額といったことになりましたので、一時的に依存

財源が増加しまして、相対的に自主財源比率が低下

したといったことになります。ですので、我々とし

ましては、今後、コロナ禍前の３５％程度まで上昇

するもんだというふうには見込んでおります。 

 ９ページをご覧ください。①の経常収支比率です。

２０２１年度は９２％、２０２２年度は９４．９％

ですので、それぞれ減少、改善してると、数字がよ

くなってるというふうには見えます。ただし、これ

につきましては、からくりがありまして、分母とな

る歳入の経常の一般財源が普通交付税の再算定な

どにより増額したことが原因といったことになり

ます。しかし、今年度以降も普通交付税の再算定が

実施されるかいうのは不透明ですので、我々として

は、今後、比率が増加、より悪化していくというふ

うに考えております。 

 その下の２、実質公債費比率です。２０２０年度

は１３．８、２０２１年度は１４．１、２０２２年

度は１４．３といったことで、数字が増加、悪化し

てるといったことになります。これにつきましては、

地方債の現在高は順調に減っているといったこと

なんですけど、交付税措置率の低い地方債割合が増

加したことが要因といったことでして、新文化会館

整備が本格化する２０２４年度までは数字が増加、

悪化するもんだというふうに見込んでおります。 

 その下の③財政力指数です。近年は０．３８から

０．３９で推移しており、大きな変化はありません

と。ただし、類似団体と比較すると、まだまだ大き

く下回ってるといったことですので、市税など自主

財源が乏しく、交付税などの依存度が高い状況を示

してるといったことになります。 

 ２０ページをご覧ください。２０２０から２０２

２年度、主要な財政指標などを記載をしております。

普通会計ベースとなっておりまして、一般会計に診

療所事業及び霊苑事業特別会計を加えるなどの調

整を行ったのが普通会計でして、普通会計ベースで

の数字といったことになります。 

 一般会計の概要につきましては、以上でございま

す。 

 続きまして、財政課分を説明をさせていただきま

す。 

 まず、歳出から、決算書の９５ページをご覧くだ

さい。上から３行目、一般管理費の報償金３７万４，

０００円のうち２６万４，０００円が財政課分で、

第三セクター事業者への経営支援のため、アドバイ

ザーによる経営助言を実施したといったことにな

ります。 

 １０１ページをご覧ください。真ん中辺りの財政

管理費です。９行目の財務会計システムの改修業務

９９万円につきましては、決算統計部分の改修でし

て、２分の１が特別交付税で措置されるような内容

といったことになります。 

 １０５ページをご覧ください。下から４行目、基

金管理費の財政調整基金積立金４億９，７３３万８，

０００円のうち、４億５，０００万円分が財政課と

いったことになります。このうち３億５，０００万

円については、精算に伴う積立て、１億円分につき

ましては、２０２１年度に芸術文化観光専門職大学

に対して行った８億円の寄附のため、基金へ積立て、

実質補填という形になりますけど、積立補填を行っ

たというものでございます。 

 ちなみに、今回は５年目で、５億円を既に積み立

てたということになります。 

 それから、その２つ下、市債管理基金積立金８億

５，９８２万円のうち８億４，０００万円分につき

ましては、前年度の繰越金の確定に伴い、歳計剰余

金処分として積立てを行ったもので、今後、本格化

する新文化会館整備の償還に備えるといったもの

でございます。 

 続きまして、飛びます。２８７ページをご覧くだ

さい。７行目、城崎町湯島財産区特別会計繰出金３，

１２７万６，０００円のうち、この端数の１２７万

６，０００円は、新型コロナウイルス感染症対策と

して、外湯のトイレの手洗い場の自動水栓化を行う

ために繰り出しを行ったといったものでございま

す。 

 ４２６ページをご覧ください。予備費につきまし

ては、予備費支出及び流用増減の列にマイナス表示
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しておりますが、２，５９８万６，０００円という

ふうになっておりまして、強風被害であったり、新

型コロナ感染症の防止資材の購入、あと抗原検査キ

ットの配布、自宅待機者への生活支援など全３５件

につきまして、予備費のほうを流用させていただい

たということになっております。 

 続きまして、歳入です。財政課所管分のうち、ま

ずは、２２ページ、真ん中の２款地方譲与税から２

６ページ、一番下の１３款交通安全対策特別交付金

まで、主なもの、増減の大きいものを説明をします。 

 ２７ページ、備考欄、下から２つ目の新型コロナ

ウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金は

４２８万４，０００円でして、前年度より３億３，

５１２万３，０００円、９８．７％の減というふう

になっております。これにつきましては、２０２１

年度に限定され実施されました中小企業等が所有

する償却資産及び事業用の家屋に係る固定資産税

等の軽減措置により生じた市税の減収分を本交付

金で措置される制度が終了したといったことによ

ります減収といったことになります。 

 その下の普通交付税１５２億６，３８３万３，０

００円でして、３億８，８０７万円、２．５％の減、

特別交付税につきましては、２８億６９２万１，０

００円で、除排雪経費等の減額により、９，４４３

万５，０００円、３．３％減というふうになってお

ります。 

 少し飛びまして、４５ページをご覧ください。真

ん中やや上の地方創生臨時交付金です。新型コロナ

や物価高騰対策事業者に充当した交付金でして、１

３億２，９１８万４，０００円、３億５，３０８万

９，０００円、３６．２％の増といったことになり

ます。 

 ６５ページをご覧ください。真ん中やや下の市債

管理基金繰入金につきましては、１億２，３７７万

３，０００円でして、１億５，１７６万５，０００

円、５５．１％の減といったことになります。これ

につきましては、現在の庁舎整備の際に借り入れま

した市債の償還のため、積み立てたものを取り崩す

といったものでございます。 

 ６７ページご覧ください。上から４つ目の公共施

設整備基金繰入金１億７，９２０万円でして、出石

庁舎の長寿命化工事などに充てるために取り崩し

たものといったことになります。 

 ８９ページをご覧ください。下から２つ目の臨時

財政対策債３億４，５２０万円で、５億６，７８０

万円、６２．２％の減といったことになります。 

 続きまして、財産調書です。６１５ページをご覧

ください。６１５ページ、基金の状況です。基金に

つきましては、出納整理期間という概念がございま

せん。３月末日で一旦取りまとめまして、次ページ、

６１６ページに参考・債権としまして、出納整理期

間、５月末日までに処理した金額でございます。両

方の合計が２０２２年度末の基金残高という形に

なりますので、ご了承いただきたいというふうに考

えてます。 

 なお、財政課所管分は、１行目の財政調整基金、

その１行下の市債管理基金、その２行下の公共施設

整備基金でございます。年度末現在高は、６１５ペ

ージ、６１６ページの記載のとおりということにな

ります。 

 財政課からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 議会事務局、坂本次長。 

○事務局次長（坂本英津子） まず、歳出について説

明いたします。 

 ９１ページをお願いいたします。議会費について

説明いたします。最初に、人件費ですが、人件費の

うち議員に係る人件費は、議員報酬、議員期末手当、

議員共済組合負担金、非常勤職員公務災害補償保険

料で、合計１億８，２４０万６，２４８円となって

おります。前年度と比較いたしますと、約８１６万

円の増額となっております。主な要因といたしまし

ては、令和３年度は１０月に一般選挙が行われ、新

人の議員の方には１２月の期末手当が満額支給さ

れなかったことによるものです。また、議員共済組

合負担金につきましても、令和４年度の負担率は３

２．２％と、令和３年度より１．４ポイント下がっ

たのですが、４月１日の議員数を用いた算出方法と

なるため、令和３年度は２２名、令和４年度は２４



 6 

名であり、約１４５万円の増額となっております。 

 次に、真ん中辺りになります、議会管理費です。

コロナ禍で書面開催であった総会などが令和４年

度は通常開催となり、また、常任委員会の管外視察

を実施したことにより、随行旅費分が増額し、令和

３年度と比較しますと、普通旅費が約７９万円増額

しております。また、委託料の会議録作成業務が約

６０万円減額となっておりますが、これは、議会、

全員協議会、委員会の開催状況によるものです。総

額として、約２６万円の増額となっております。 

 次に、一番下から４行目になります、議会運営活

動費です。前年度と比較いたしますと、約４１２万

円の増額となっております。主な要因といたしまし

ては、先ほども申し上げましたが、令和４年度は常

任委員会の管外視察を実施したこと、また、各会派

においても視察を実施したことによるものです。 

 続きまして、歳入ですが、大きな変動はありませ

ん。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、秘書広報課、小

野課長。 

○秘書広報課長（小野 弘順） それでは、歳出から

説明させていただきます。 

 ９５ページをご覧ください。下から３分の１ほど

のところにあります秘書渉外費でございます。これ

につきましては、前年度比較１４１万８，４６７円

の増額で、４７９万４，４０５円となっております。

コロナ禍による行動制限が緩和されたことに伴い、

会議や要望等の出張に係る市長等の旅費の増、また、

会費、負担金等の交際費の増、さらに、コロナ禍で

減額になっていた兵庫県市長会の負担金が従来の

金額に戻ったことなどが主な要因でございます。 

 続きまして、１６７ページをご覧ください。上段

の地域おこし協力隊推進事業費でございます。２億

１，５３３万６８０円のうち、秘書広報課分は１９

０万１，５７５円でございます。これにつきまして

は、昨年１１月からコミュニティＦＭで、豊岡の魅

力を発信という活動をテーマに沿って協力隊員１

名をＦＭジャングルが受け入れており、その隊員の

活動費でございます。 

 続きまして、歳入について説明いたします。 

 ７１ページをご覧ください。下段の雑入のうちの

広告料でございます。このうち、秘書広報課の所管

である市広報での広告料が１６万５，０００円の減、

市ホームページでの広告料が１２万１，０００円の

減で、トータル２８万６，０００円の減となってお

ります。事業内容等の変更点等はございません。 

 続きまして、６１１ページをご覧ください。有価

証券でございます。上から３つ目の株式会社エフエ

ムたじまに５００万円の現在高があり、前年度から

の増減はございません。 

 秘書広報課は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、資産活用課、久

保川部次長。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） 資産活用課は、決

算時におきましては、公共施設マネジメント推進室

と、決算書の事業の最初のところに書いてあります

所管課なんですが、その公共施設マネジメント推進

室と財政課のうちの普通財産管理に関する部分を

継承しておりますので、その内容について、主な動

きだけをご紹介したいと思います。 

 まず、決算書の１０５ページをご覧ください。土

地管理費です。真ん中辺りのところで、土地管理費

のうちで、手数料っていうのが約５５７万６，００

０円ありますけれども、このうちで、普通財産売却

に向けた部分ということでいうと、不動産の鑑定手

数料ですとか、オークションの手数料ということで

お支払いをしております。 

 その下のほうで、市有地の測量業務委託料２６０

万５，０００円がございますが、これも普通財産の

売却のための測量をしたものということになりま

す。 

 新しい動きとしましては、その下のほうで、旧大

森小学校の解体工事ということで４，２３０万円を

支出いたしております。 

 その下に供託金で約６１万８，０００円ございま

すが、これは、市が賃借をしております土地につい

て、その賃貸人のほうの方が亡くなられたというこ
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とで、賃借料自体をお支払いする相手が確定しない

ということで、相続人が確定するまでの間、その応

分の金額を法務局のほうに供託をするということ

で支出をさせていただいております。 

 次に、飛びます。４２５ページをお願いします。

土地取得費ということで３，４２６万３，０００円

がございますが、これは、竹貫のところで、太陽光

発電の収益によって土地開発基金から土地を買い

戻すという動きをしている一連のものでございま

す。これによりまして、今回、２，３０１平方メー

トルを買い戻すことができまして、２０２２年度末

で約５７％の土地を買い戻すことができたという

ことになります。 

 続いて、歳入です。 

 まず、５８ページをご覧ください。下から３つ目

のところで、不動産の売払い収入がございます。こ

のうち土地売払い収入約１，２３１万４，０００円

ですけれども、このうちで当課分は９５０万１，０

００円です。江原ですとか、京町の宅地等を５件売

払いをいたしております。 

 その少し下で、不要物品の売払い収入８５７万４，

０００円のうち、当課分は７９２万９，０００円で

ございます。インターネット公売による売却という

ことで、消防自動車ですとか、給食配食車などを売

却いたしております。 

 次に、６４ページで、上から２つ目のところに太

陽光発電事業特別会計繰入金、これ３，４２６万３，

０００円ございますが、先ほどの太陽光発電の収益

を土地開発基金分ということで、土地の取得に充て

るためのものでございます。 

 また、飛びます。財産調書で、５９６ページ、５

９７ページです。令和４年度の財産に関する調書で

す。行政財産の土地につきましては、５９６ページ

の真ん中辺りの小計のところをご覧いただいて、決

算年度中で４万５，１９７平方メートルの減となっ

ております。この内訳につきましては、５９８ペー

ジから６０１ページをご覧いただきたいと思いま

す。また、そのうちで行政財産の建物ですけれども、

５９７ページのほうの左側中段ですけれども、小計

欄、木造の延べ面積につきましては、１，３６８平

方メートルの減少、また非木造につきましては、４，

４４０平方メートルの減少となっております。この

内訳も、６０２ページから６０３ページのほうをご

覧いただきたいと思います。 

 それから、５９６ページの表の下段のところで、

普通財産がございます。土地につきましては、下か

ら２段目の小計欄の、中ほどですけれども、年度中

に６万５，１８７平方メートルの増となっておりま

す。また、建物につきましては、５９７ページのほ

うですけれども、木造で１，１１６平方メートルの

増、非木造で３，４５９平方メートルの増というこ

とになっております。それぞれの内訳は、６０４か

ら６０５ページのほうに記載しております。 

 このうちの資産活用課分ですけれども、６０４、

６０５ページです。見てください。普通財産の土地

です。このうちでいいますと、宅地の中で、下から

８行目のところに、旧農協の内川支店、城崎ですけ

ども、内川支店の跡地を民間に売却しております。

建物につきましては、６０９ページでありますけれ

ども、非木造で、下から３行目と下から２行目の２

件、先ほど言った旧農協の内川支店の建物の売却と、

旧大森小学校を解体、取壊しをしたことによる減少

でございます。 

 続いて、６１５ページをご覧ください。基金です。

６１５ページです。資産活用課分につきましては、

下から９行目の土地開発基金でございます。年度末

の残高については記載のとおりですので、ご覧くだ

さい。 

 次のページ、６１６ページの最下段をご覧いただ

いて、普通財産の土地開発基金の動きということで、

土地の動きが記載してございますので、ご覧いただ

きたいと思います。 

 資産活用課分は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、経営企画課、真

狩課長。 

○経営企画課長（真狩 直哉） まず、歳出について

ご説明いたします。 

 なお、所属の表示は、政策調整課となっています。
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よろしくお願いします。 

 ９９ページをご覧ください。下から２つ目の事業、

戦略的政策評価事業費です。１７１万８，０２５円

を支出いたしました。主なものといたしましては、

戦略的政策評価支援業務として、毎年行っておりま

す戦略体系図作成の研修や政策モニタリング調査

の支援を委託しています。 

 続きまして、１０９ページをご覧ください。企画

調整費３，５３６万１，０９７円です。このうちの

多くは、但馬広域行政事務組合への負担金です。ほ

かには、定住自立圏構想や国県要望などに係る事務

費等です。 

 なお、昨年度につきましては、この中の報償費の

ところにおきまして、若者インタビュー、ミーティ

ング等を行いました。その際の協力者の謝礼の支払

いをしています。 

 次に、１１１ページをご覧ください。下から２つ

目の事業、地方創生推進費６万６，１１５円です。

これは、地方創生戦略会議の開催に係る費用等です。 

 歳出につきましては、以上です。 

 続きまして、歳入です。 

 ４５ページをご覧ください。上から４つ目の枠、

国庫補助金の地方創生推進交付金で、９，２９４万

２，９７３円です。前年度と比較して、５９９万９，

２７８円の増額となっています。令和４年度につき

ましても、個々の事業を大きく３つの事業にくくり、

多様性を受け入れ、支え合うリベラルなまちづくり

事業、深さを持った演劇のまちづくり事業、豊岡の

基盤産業の強化と支える人材の育成確保事業とい

うこの３つにくくりまして、対象経費の２分の１の

交付金を充てています。 

 次に、５５ページをご覧ください。真ん中より少

し下の枠になりますが、県補助金のひょうご地域創

生交付金です。１，４８２万円です。前年度の現年

分と比較して、２，０５１万３，０００円の減額と

なっています。減額の要因は、申請上限額が引き下

げられたことによるものです。この交付金は、国の

地方創生推進交付金に該当しない事業を県が独自

に支援するもので、新製品開発、販路拡大等支援事

業、市民交流広場等運営事業に対して、対象経費の

２分の１の交付を受けています。 

 経営企画課の説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、ＤＸ・行財政改

革推進課、若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 令和４

年度のＤＸ・行財政改革推進課と情報推進課の事業

について、例年と大きく異なる内容を中心に、歳出、

歳入の順に説明します。 

 まず、歳出です。 

 ９９ページをご覧ください。中ほど、行革推進事

業費です。例年と大きく異なるのは、報償金と普通

旅費です。報償金は、行革の先進事例の勉強会など

の講師への謝金、それから、普通旅費は、行財政改

革委員会の運営方法等に関する先進事例調査など

を行いました。 

 次に、１２５ページをご覧ください。下から２つ

目、地域情報化推進事業費です。この事業は、例年

とほぼ同様です。保守点検委託料は、全庁的な情報

ネットワーク機器の保守費用、光ファイバーの借り

上げ料は、豊岡市の各庁舎であったり、学校であっ

たり、公共施設等をつなぐ光ファイバーの借り上げ

料です。 

 次に、その下、行政情報化推進事業費です。例年

と大きく異なるものですが、その次といいますか、

１２７ページをご覧ください。上から３行目、業務

委託料のシステム開発業務のうち、ぴったりサービ

スの対応業務の委託料が９５５万９，０００円、そ

れから、番号連携サーバーの改修業務の委託料が１，

１７７万円かかっております。そのもう少し下です

ね、クラウド使用料のうち、マイクロソフト３６５

のライセンス使用料が１，２００万９，３８０円で、

その１つ下、事業用備品のうち、事務用のパソコン

の更新、この職員が持ってるモバイルパソコンへの

置き換えでございますが、この費用が１，７２６万

８，２４０円です。 

 次に、同じく、その下ですね、ＤＸ推進事業費で

す。これは、新規事業です。主なものは、ネットワ

ーク環境整備業務委託料の中に、無線ＬＡＮ環境の
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整備、私たちもケーブルなしでパソコンを持ち歩い

てますけども、この無線ＬＡＮ環境の整備に３，７

８９万１，１５０円、それから、事業用備品の事務

用パソコンの更新、同じくモバイルパソコンへの置

き換えでございますが、ここで２，６９２万４，７

００円をかけております。 

 なお、今し方、事務用パソコンの更新、２つ申し

上げました。ＤＸ推進事業費のほうは、デジタル田

園都市国家構想推進交付金を受けて行ったもの、そ

れから、行政情報化推進事業費のほうは単独費でご

ざいます。 

 次に、１６５ページをご覧ください。下から２つ

目の事業、豊岡スマートコミュニティ推進事業費で

す。この事業は、前年とほぼ同じです。主なものは、

トヨタ・モビリティ基金とともに設立した豊岡スマ

ートコミュニティ推進機構への負担金です。 

 次に、１６７ページをご覧ください。一番上の事

業、地域おこし協力隊推進事業費です。総額２億１，

０００万円余りのうち、ＤＸ推進課分は８５７万３，

１６７円です。豊岡スマートコミュニティ推進機構

の事業に従事する地域おこし協力隊２人への委託

料等を支出しております。 

 次に、１７３ページをご覧ください。下から２つ

目の事業、個人番号カード交付事業費です。これは

新規事業で、主なものは、マイナンバーカードの出

張申請の受付業務、アイティの２階などで受付を行

ったものです。これが３９２万９，２００円、それ

から、その下、マイナンバーカード申請受付業務、

これは、郵便局などで受付を行ったものですが、こ

ちらが９１万６，８６１円です。 

 次に、歳入です。 

 ３９ページをご覧ください。上から４行目の表の

中ほど、マイナンバーカード交付事務費補助金です。

総額２，７００万円余りのうち、ＤＸ推進課分は５

４７万４，０８１円です。先ほど説明した個人番号

カード交付事業費の財源、国庫補助金です。 

 次に、その３つ下、デジタル田園都市国家構想推

進交付金です。総額４，６００万円余りのうち、Ｄ

Ｘ推進課分は３，５５６万２，１２０円です。１２

７ページ、先ほどご説明したＤＸ推進事業費の財源

で、国庫補助金です。 

 次に、４５ページをご覧ください。上から６行目、

表の６行目ですね、地方創生臨時交付金です。総額

１３億円余りのうち、ＤＸ推進課分は３，５００万

円です。先ほどと同様に、ＤＸ推進事業費の財源で

す。 

 次に、７９ページをご覧ください。中ほど、補助

金・交付金の８つ目ですね、デジタル基盤改革支援

補助金４７７万９，０００円です。先ほど、１２７

ページで説明しました、ぴったりサービス対応業務

委託料の財源です。この補助金は、国や県ではなく

て、地方公共団体情報システム機構からのものであ

るため、雑入で計上しております。 

 私からの説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、危機管理課、畑

中課長。 

○危機管理課長（畑中 聖史） 危機管理課分は、昨

年度は防災課という表示になっておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 まず、２４５ページをご覧ください。真ん中より

少し下の感染症対策事業費です。２，７００万円余

りのうち、危機管理課分は１９９万７，３５９円で

ございます。これは、昨年の８月から９月にかけま

して、コロナウイルス感染症の抗原検査キットの配

布事業、県からの委託事業ですけれども、その事業

を行うに当たっての委託料ですとか、消耗品、郵便

料等が主なものとなっております。 

 次に、３４３ページをご覧ください。一番下の枠

の人件費です。委員報酬の消防団員の決算額は６，

６００万円余りとなっておりまして、対前年度比１，

０５８万３９０円の増額となっております。これは、

２０２１年度までは消防団員の出動手当、これを報

償費のほうで支払っておりましたけれども、２０２

２年度からは出動報酬ということで、報酬から払う

ようになったため、増えておるものでございます。 

 次に、３４５ページをご覧ください。ちょうど真

ん中辺りの事業で、非常備消防事業費です。決算額

が１億９，９２７万８，２８０円で、対前年度比４，
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３２２万４，２５８円の増加となっております。主

な理由としましては、２点ございまして、その欄の

下から４行目、５行目の整備工事費、消防施設、こ

れが５，４９３万８，４００円の増加となっており

ます。これは、２０２２年度に消防ポンプ車と積載

車、合計３台更新したんですけれども、３台とも消

防車庫の改修を行ったことによるもので、増となっ

ております。 

 それから、下から３行目の事業用備品が消防車両

等のことですけれども、決算額４，８８０万７，０

００円で、対前年度比２，０９３万３，０００円の

減となっております。これは、２０２２年度はポン

プ車で１台、積載車で１台、合計２台、２０２１年

度と比べて更新台数が減っているということによ

り、２，０００万円からの減額ということでござい

ます。 

 歳出は以上でございます。 

 続いて、歳入で、５１ページをご覧ください。真

ん中の枠の下から４行目に、県補助金の抗原定性検

査キット配布支援事業費補助金１６２万３，０００

円となっております。これが、先ほど、抗原検査キ

ットの配布事業を行った際のということで、補助金

として入ってきておりますけれども、事業費の１０

分の１０の補助金となっております。 

 次に、６３ページをご覧ください。上から４つ目

の枠といいますか、文字としましては１つ目になり

ますけども、一般寄附金が４，３００万円余りござ

います。このうち、危機管理課分は１０７万７，２

００円となっております。これは、ＪＡとＪＡ共済

連兵庫が連携しまして、自然災害に強い地域社会の

実現に向けて、地域の防災、減災活動に資する活動

に支援を行うという目的で寄附金を頂いたもので

ございます。 

 それから、８７ページをご覧ください。下から５

つ目の枠で、１行目、消防防災施設整備事業債１億

９，４３０万円のうち、危機管理課分が１億３，６

９０万円となっておりまして、対前年度比１，８６

０万円の増となっております。これは、歳出で説明

したとおり、消防ポンプ自動車等の更新が減額とな

った一方、消防車両用の車庫の更新による増額があ

ったことなどによるものでございます。 

 危機管理課からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、税務課、中奥課

長。 

○税務課長（中奥  実） では、税務課分をご説明

させていただきます。 

 １３９ページをご覧ください。備考欄、下から２

項目めの還付金及び返納金４，７１２万３，５７３

円ですが、前年からは８１７万５，５９４円の増と

なっております。これは、法人市民税の予定申告分

が過大となったことによる還付が多かったことに

より、例年より多額となっております。 

 続きまして、１６９ページをお願いします。中段

の賦課徴収事務費は、納税通知書の作成、発送に係

る経費や、賦課徴収に係る各種システム管理などの

経費です。そのうち、業務委託料については、共通

納税システムの対象税目拡大に対応するための基

幹システムの改修業務や、納付書ＱＲコード印刷対

応に伴い、滞納整理システムの改修を行っておりま

す。 

 その下の固定資産評価替え事業費につきまして

は、令和６年度固定資産評価替えに係る土地鑑定評

価及び地番図出力作業となっております。 

 続きまして、歳入をご説明いたします。 

 ２０ページ、２１ページをご覧ください。市税全

体では、調定額は１０３億１，２８８万８，９２７

円で、対前年度３億６，０８７万６，１０１円の増、

収入済額は９９億６，６８１万９，３７４円で、対

前年度比４億４，５１６万４８７円の増となりまし

た。徴収率は９６．６％で、前年比０．９％の増と

なり、合併後、最高の率となっております。不納欠

損額は１，４４８万７，９９４円で、対前年度５，

３３５万９，１０１円の減です。収入未済額は３億

３，１５８万１，５５９円で、対前年度３，０９２

万５，２８５円の減となっております。 

 主な税目の収入済額の内訳です。個人市民税は３

４億５，２３５万９，５６４円で、対前年度２．４％

の増、法人市民税は５億７，９７７万８，２４５円
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で、対前年度７．２％の減、固定資産税は４９億４，

１１３万４，５１２円で、対前年度７．３％の増、

軽自動車税は３億３，７４６万３，９８７円で、対

前年度５．５％の増、市たばこ税は５億６，２１９

万２，９９８円で、対前年度５．５％の増です。入

湯税は９，３５８万４００円で、対前年度４２．４％

の増となっております。都市計画税につきましては、

平成２１年から廃止しておりますので、未納となっ

ております滞納繰越分を３０万９，６６８円収納し

ております。 

 続きまして、３５ページをお願いします。備考欄

の真ん中やや上、徴収手数料をご覧ください。市税

督促手数料１６７万８，３５９円は、前年から１０

万２，００２円の減となっております。税務関係閲

覧手数料は２１万９，６００円、税務証明手数料が

２８９万３，８００円となっております。 

 続きまして、５５ページをご覧ください。備考欄

の下から１２行目、県民税徴収事務委託金１億２，

７９１万７，５０１円ですが、前年度に比べ８３万

２，１２６円の減となっております。 

 続きまして、６７ページをお願いします。下から

５行目、延滞金です。諸税滞納延滞金１，０１２万

９１２円ですが、前年度に比べ２９３万６０２円の

増となっております。 

 続きまして、６９ページをお願いします。一番下

の滞納処分費５３万３，５００円ですが、前年度に

比べ３６万８，４００円の増となっております。こ

れは、公売を行うために必要な不動産の鑑定費用や

インターネット公売の手数料が主な内容となり、売

却金額から充当したものとなっております。 

 最後に、６１４ページをお願いします。財産に係

る調書になります。３の債権の一番上です。個人市

民税は、毎年、特別徴収の４、５月分は前年度に請

求しますが、収入自体は翌年度になりますので、２

か月分を債権として計上しております。決算年度末

現在高は４億２，７４６万８，０００円となってお

ります。 

 税務課からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて消防本部、上田部

次長。 

○消防本部次長（上田 有紀） それでは、歳出から

ご説明をさせていただきます。 

 決算書３３９ページをお開きください。常備消防

費についてご説明いたします。中段にあります職員

研修費につきましては、兵庫県消防学校に新規採用

６名分の研修をはじめ、各専科教育に職員を研修派

遣しており、それらの学校入校に係る旅費、教材費、

負担金等の経費でございます。決算といたしまして

は、前年度と比べまして約２２５万円の増額の５８

３万１，０９０円となったものでございますが、こ

れは、前年度の新規採用者３名に対して、３名増員

の６名になったことが主な要因でございます。 

 その下にあります一般管理費でございますが、消

耗品費は、先ほど申し上げました新規採用者の増員

に伴い、貸与いたします防火服や制服等の職員被服

が主なもので、前年度と比べまして約１９９万円の

増額となり、６９６万７，４３１円となったもので

ございます。 

 次に、３４１ページをお開きください。上から３

行目の予防活動事業費についてでございます。６行

下段の会場借り上げ料につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症により、消防庁舎で行っておりまし

た防火管理者資格取得に係る講習会の会場を別会

場を借用して開催したことに伴う借り上げ料でご

ざいます。 

 次に、中段にあります高度救急活動事業費につい

てご説明いたします。消耗品費につきましては、新

型コロナ感染症が拡大傾向にあることを鑑みて、前

年度よりも感染対策用の消耗品であります微粒子

対策用のＮ９５マスクや感染防止服の上下等をさ

らに増加させて整備したことが主なもので、約１１

６万円増額の４３１万２６１円となったものでご

ざいます。 

 ５行下の事業用備品の２４２万円につきまして

は、高度救命処置訓練人形１体を豊岡消防署に購入、

配備したものでございます。 

 次に、３４３ページをお開きください。消防装備

管理費でございますが、４行目の修繕料につきまし
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ては、前年度は豊岡消防署に配備していますはしご

付消防自動車のオーバーホールを行いまして、約４，

０３５万円を支出したことにより、大幅な増額とな

りましたが、今年度はその分が減額となり、４３８

万１，９９０円となったものでございます。 

 次に、６行下にあります事業用備品につきまして

は、豊岡消防署に配備の救命ボートが老朽化してお

りましたので、８人乗りのボート１艇購入整備した

ものでございます。 

 次に、２行下の情報通信設備管理費につきまして

は、消防指令センターの１１９番受信に係る機器補

修や、消防救急デジタル無線を適切に維持管理する

ための定期的な点検が主なものとなります。 

 ４行下の保守点検委託料につきましては、前年度

は約８５０万円の決算額でございましたが、２０２

２年度に消防指令センターを更新し、契約上、更新

の初年度につきましては、契約不適合期間となりま

して、保守料が不要となる関係で、本決算におきま

しては消防救急デジタル無線に係る保守点検の委

託料のみ、約４３５万円となり、前年度と比べて約

４１５万円の減額となったものでございます。 

 続きまして、中段にあります消防庁舎管理費につ

きましては、電気料金の高騰により、光熱水費が前

年度と比較して約２８０万円増額の９３５万８，６

１３円となりました。 

 次に、１行下の修繕料につきましては、出石分署

と竹野出張所の車庫のシャッターが故障、さらに、

日高分署、出石分署及び竹野出張所の非常用自家発

電設備、いずれも２０１２年に整備した設備の蓄電

池の有効期限が超過し、非常時に不稼働となるおそ

れがあることから、蓄電池の更新を行いまして、車

庫、シャッターの修繕と合わせて合計約３００万円

を支出し、３５５万５，２００円となったものでご

ざいます。 

 続きまして、３４７ページをお開きください。上

から８行目にあります消防施設費の城崎分署消防

設備・施設整備事業費についてご説明いたします。

城崎分署の高規格救急自動車に配備、積載していま

す自動心臓マッサージシステムを３１６万８，００

０円にて更新整備したものでございます。 

 続きまして、同ページの中段にあります日高分署

消防設備・施設整備事業費につきましては、日高分

署に配備しています消防ポンプ自動車を消防施設

整備計画に基づき更新整備したものでございます。

整備費用は５，４４２万８，９４１円でございます。 

 次に、歳入のご説明をいたします。 

 ３７ページをお開きください。中段にあります消

防手数料の危険物申請手数料につきましては、前年

度は４０件の５０万３，８００円の収入でございま

したが、１８件増の５８件、７４万２，０００円と

なり、前年度と比べますと、２３万８，２００円の

増額となったものでございます。 

 消防証明手数料につきましては、７９件の２万３，

７００円を収入いたしております。 

 次に、７３ページをお開きください。中ほどより

少し下になります受託料のトンネル非常警報盤管

理につきましては、前年度同様に、市内３か所のト

ンネルに設置されています押しボタン式通報装置

の管理委託業務として１１３万４，０００円を収入

いたしております。 

 続きまして、７７ページをお開きください。中ほ

どにあります講習等負担金の防火管理者資格取得

講習受講料につきましては、防火管理者資格取得講

習の受講者１２５名分の受講料として５５万４，０

００円を収入いたしております。 

 次に、８７ページをお開きください。中ほどの少

し下段にあります消防防災施設整備事業債の消防

ポンプ自動車１億２８０万円のうち、消防本部分に

つきましては５，４３４万円で、日高分署の消防ポ

ンプ自動車を更新したものでございます。 

 ４行下にあります救命機器の３１０万円につき

ましては、城崎分署の高規格救急自動車積載の自動

心臓マッサージシステムの更新に伴うものでござ

います。いずれも、緊急防災・減災事業債を活用し

て整備をいたしております。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は１０時４
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０分。 

午前１０時３０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時３７分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） そしたら、皆さん、おそ

ろいになりましたので、また時間が早いんですけど

も、休憩前に引き続き分科会を再開します。 

 既に説明を終えてますので、これから質疑に入り

ます。 

 質疑はございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） たしか、何ページだったかな、

徴収率が、合併して、さらっとおっしゃいましたけ

ど、合併してから過去最高であったというような発

言があったと思うんですけれども、これは、丁寧な

徴税対策を職員さんがされた努力のたまものだと

いう理解でよろしいでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） 徴収率につきましては、

昨年も９６．２％ということで、昨年も合併以来最

高ということだったんですけども、令和４年につい

ても、それを上回る徴収率が確保できました。 

 職員の対応もそうですし、特別徴収で収納してい

ただけるように企業側にもお伝えしておりまして、

その成果もあって、過去最高となっております。以

上です。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、もう一つ、何ペ

ージだったかな、県民税の何とか費、徴収何とか、

県民税を市が代わりに、県に代わって徴収するとき

に、何かつくお金でしたっけ、何かが減ったってい

うのがあったんですけど、ちょっとそこの理由を教

えていただければうれしいです。（「県の委託」と

呼ぶ者あり）あっ、そうだ、県民税徴収事務委託金。

（「５４ページ、５５ページ」と呼ぶ者あり）５５

ページ。（「１億２，７００万円か」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（清水  寛） 瀬崎参事。 

○税務課参事（瀬崎 晃久） 先ほどご質問いただき

ましたのは、５５ページの県民税徴収事務委託金、

この分だと思います。前年度と比べまして、８３万

２，１２６円の減となっております。まず、これは、

県民税を市民税と併せて徴収をさせていただいて、

翌々月に県のほうに市が支払いをします。その預か

った額によって委託額っていうのが決まってきま

すので、総額としてお預かりした額が少なかったこ

とと、あと、兵庫県さんのほうから委託金として精

算を各市町に計算されるんですけれども、予算超過

の分でありますとか、委託事業になりますので、そ

こで調整をされて、この額でお願いしますといった

ような形で入ってくるというような内容のものに

なります。ベースとしまして、先ほど委員言われま

したように、８３万円ほど減っておるというのが実

態になっています。以上です。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） この委託金というのは、県民

税をちゃんと徴収できるために事務費みたいな感

じで県からもらうお金という意味合いでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 瀬崎参事。 

○税務課参事（瀬崎 晃久） はい、そのとおりです。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） そのお金というのは、金額に

よって、その何％とか、何か細かいことが決まって

るんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 瀬崎参事。 

○税務課参事（瀬崎 晃久） すみません、私も不勉

強で、今、答えを持ち合わせておりませんので、ま

た後ほどご説明させていただきます。申し訳ござい

ません。 

○委員（義本みどり） お願いします。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） 地域おこし協力隊のことで、

秘書広報課のほうがＦＭジャングルに１人出てる

と。となると、その地域おこし協力隊で活動費も含

めて４５０万円ぐらいもらっとるのが、ＦＭジャン

グルに行くいうことは、その給料、報酬はＦＭジャ
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ングルからもらうようになって、こっちで採用した

けども、その報酬はそっちに移転するのか、二重取

りになるのか、そこら辺はどういうふうになっとる

んですか、報酬の額、あれは。 

○分科会長（清水  寛） 小野課長。 

○秘書広報課長（小野 弘順） 先ほどの件ですけど、

活動場所がＦＭジャングルということだけであり

まして、委託料、活動費につきましては、直接市の

ほうからお支払いしておりますので、ＦＭジャング

ルのほうに市のほうからお金を渡して、そこから報

酬を渡すということではございません。 

○分科会長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） ということは、ＦＭジャング

ルからはもらってなくて、すると。だったら、地域

おこし協力隊のＦＭジャングルの働き方の報酬分

は、地域おこし協力隊の報酬でＦＭジャングルの人

件費を賄っとるということなのかな。いう解釈でよ

ろしいんですか。 

○分科会長（清水  寛） 小野課長。 

○秘書広報課長（小野 弘順） 今回、地域おこし協

力隊で秘書広報課が１人採用しておりますのは、イ

ンナープロモーションといいまして、豊岡市の魅力

を市民の方に伝えるということで委託をしており

まして、その活動場所がたまたまＦＭジャングルと

いうことで、その広報発信する場合に、一つの媒体

ということでＦＭ放送局を使わせていただいとる

ということでございます。委員が言っとられるよう

に、一部はＦＭジャングルさんのお仕事を支えとる

分もあると思いますけど、一方では、市がお願いし

ております、先ほど言いました市の情報を市民の皆

さんに伝える、その役割を担っていただいとるとい

うことで、活動をお願いしとるということでござい

ます。 

○分科会長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） あんまり理解できれへんけど、

よろしいです。 

○分科会長（清水  寛） いいですか。 

 ほかございますか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） まず、１０４ページだと思う

んですが、供託金で６１万８，０００円は、城崎の

何とか何とかで、人が亡くなって、相続人がという

ような、まだ確定をしないとかなんとかで渡せない

から、供託をするというように聞こえたんですけど

も、そういうことでいいんかな。 

○分科会長（清水  寛） 久保川部次長。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） 先ほどの供託金に

関しては、どこの人ということでは申しておりませ

ん。市がお借りをしている土地、それをまた又貸し

をしてっていうか、住宅地として貸してるんですが、

これは北但震災の当時に、その土地をどうしても、

市としてはなかなかない中で、もう家をなくされた

方々にとにかく家を建てる土地を提供しようとい

うのがもともと発端で、個人の土地をお借りした土

地、それは、今、市内です。旧市街地といいますか、

です。城崎とかということではありません。その土

地のもともとの所有者の方が亡くなってしまって、

相続人がいない状況です。市としては、お支払いを

しないといけないのは間違いないことなんですが、

そもそもお支払いする相手方が今いなくなってい

る状態なので、その相続関係が明確になるまでの間

は法務局に供託をするという手続が必要になる、そ

ういうことで、去年も実は、ここしばらくそういう

動きをしておりますが、なかなか、相続放棄だとか、

そういったことになると、後の手続がもう、いつど

うはっきりするというのが申し上げられないとい

うのが今現状でございます。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いや、どことかなんとかって

今言われたけども、最初の説明で、城崎っていうふ

うに言われたように思ったんだが、僕、書いとるん

だけどな、メモ。じゃあ、ほかに、じゃあ、１か所

ではなくて、何か所か、あるいは、これからこうい

う事例っていうのはどんどん増える可能性がある

ように思うんですけども、それの見解も併せてちょ

っと聞かせてくれるか。 

○分科会長（清水  寛） 久保川部次長。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） 城崎って先ほど申
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し上げたのは、売れた土地と建物の中で、ＪＡの旧

内川支店、城崎って言った……。 

○委員（村岡 峰男） それは分かります。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） それは、全く別件

です。今のは、市がお借りをして、さらに住宅地と

してそれを貸しているというような案件の土地で

すが、実際にこの相続人がいないというのは、お一

人の方のみでございます。 

 今後のことに関しては、ちょっと何とも申し上げ

にくいですが、要は、だんだん相続をしてまでとい

うことがなかなか難しくて、国のほうも相続人がい

なくなった土地を管理するような手法について検

討したりというようなことがあって、そういったこ

ともだんだんと出てきてはおりますので、こういっ

た案件がもしかしたら増えるかな。ただ、そうなる

と、市としてはもう本当に困った案件ということに

どうしてもなりますので、そこは相続関係をできる

だけ明確にするように対応はしていきたいと思い

ます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 相続人を探しとると。しかし、

あらへんという場合に、最終的には、この供託した

お金はどうなりますか。 

○分科会長（清水  寛） 久保川部次長。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） その先について、

まだ確認をいたしておりません。実際に相続人が確

定をして、出てこられれば、その方にその供託した

分がまるっきり行って、その後の賃料もその方にお

支払いをすることになりますが、相続が確定しない

ということで今の段階はおりますので、それが全く

出ないままということについて、今、想定はいたし

ておりませんので、そこはまた確認をしていく必要

があろうかとは思っています。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今の場合もですけども、強制

的に廃屋を撤去して、今、言葉がうまく出てこない

んですけども、相続人がなくて、市が撤去した物件

が何ぼかありますね、ここではないですけども。そ

れと同じ扱いですか。結局、もう名義人がいないわ

けだから、今度の場合もね、これ何年もたっても出

てこないと。いよいよなかったら、この土地は市の

もんにもならへんけども、誰のもんでもないという、

今の現状はそうでしょう。いつまでこれ続きますか、

ずっと。 

○分科会長（清水  寛） 久保川部次長。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） 先ほど来申しまし

たように、この土地の所有者はもう亡くなった方で、

その相続人が放棄をされたりや、行方が分からなか

ったりやというような事情がどうしてもあると、そ

れを本当にゼロという状況では今ありませんので、

そこがどう確認ができるかということにどうして

もなります。そこが確認できるまでは、今の供託を

繰り返していくしかないというのが正直なところ

ですので、ここはうちとしてもできるだけ相続関係

がはっきりできるようには確認はしていきたいと

思いますが、具体的にうちがどう動けるかっていう

と、正直いって難しいと思います。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） しつこいようですけども、じ

ゃあ、相続人がまだ今のところないと、いよいよな

いと。現状は、その物件については、いわゆる固定

資産税も入らないんでしょう。 

○分科会長（清水  寛） 久保川部次長。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） すみません、固定

資産税についての確認はいたしておりませんが、直

接所管課……。どこのことかも多分、税務のほうで

は案件も分からない、今分からないと思いますので、

そのことに関しては確認はいたしておりませんが、

恐らくそういった状況というのは生じやすいのか

なとは思います。 

○委員（村岡 峰男） まあまあ、難しい物件がある

ってことやな。 

 ついでに。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 討論の中でだけぽつんと言う

のもなんですから、本会議でもしつこく何回も何回

も言ってますけども、超過課税の問題については言

いたいことはようけあるけども、言ったってしゃあ



 16

ないんで、言いませんけど、問題ありと思ってます

ので、それだけ言っときます。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。何か答

弁がありますか。よろしいですか。（発言する者あ

り） 

 ほかございませんか。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） ４年度、昨年度、デジタル化

に伴うことで、何か事故やトラブルがなかったのか、

市民からの苦情はなかったのかというのが１点と、

僕はデジタル化いうのがなかなかなじめんので、よ

く知ってる方からいろいろ言われるんですけども、

職員さんの中で、例えばブラインドで打てる人とか、

こうしてやっとんなる人とか、そういう、何ていう

のかな、だんだんだんだん職場の中でスキルの差が

出てくることによって、何らかのあつれきが生まれ

らへんのかなというのがすごく思うんだけど、そこ

ら辺は、昨年度から考えて、今年度はどう取り組ん

でいこうと、こうしてみんな持っとんなるわけだか

ら、この使い方でも個人によって物すごい幅がある

と思うんで、そこら辺はどのように考えとられるの

か、ちょっとお伺いしてみたいですね。 

○分科会長（清水  寛） 若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） ２つご

質問をいただきました。 

 まず１つ目、デジタル化に関する苦情等あったか

につきましては、２０２２年度に関しては、特に私

のほうではお聞きをしておりません。ただ、各担当

課では、もしかしたらあるのかもしれません。 

 ２つ目、職員のスキルの差によるあつれき云々と

いうところですけれども、何か考えているのかと言

われますと、特に考えておりません。おおむね大き

く２つに分かれていて、私たちの世代の職員と、も

う本当デジタルネーティブ、子供の頃から使いこな

していた職員では明らかに差があるというふうに

思っております。ただ、それぞれがスキルを伸ばし

ていけばいいのかなというふうに思っております。

私たちが市役所入った頃も、私、役所に入った頃か

らワープロをブラインドで打てましたけれども、例

えば当時の課長の方々は、これワープロで打ってく

れやっていって紙を渡してこられたような時代で

した。それもどんどんどんどんその差は年を経るに

つれて縮まっていったというふうに思っておりま

すし、それによるあつれきが生じていたとはあまり

認識しておりません。なので、どんどんその差は縮

まっていって、全体的に上に上がっていくのではな

いかというふうに想定をしているとこでございま

す。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） それが本当ならええんですけ

ど、引き続きそういうことで、ないようにね。何か

そういうので、職場間でうまいこといくように、各

担当課いうんか、それぞれの職員がみんな持っとる

わけだから、注意してそれはしていただきたいなと

いうふうに思っています。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） ３４３ページですけど、消防

団員の報酬について６，６００万円という支出があ

るんですが、これたしか幾らかというか、交付税措

置で消防団員の報酬というのはある程度お金があ

るはずなんですけど、そういった、じゃあ、昨年度

幾らだったか、交付税措置で幾ら、このうちの補填

されてたかとかは分かりますか。 

○分科会長（清水  寛） 畑中課長。 

○危機管理課長（畑中 聖史） 普通交付税のほうで、

人口１０万人に対して１４の分団があって、団長が

１人、副団長が２人、それから車両が１４台あって

云々かんぬんというような、いわゆる単位費用とい

うものにこれだけ見ますよというなのがあるのは

当然分かっておりまして、それを積み上げた上で、

幾らっていうのも出てきてる数字ではあるんです

けれども、実際、補正係数とかいろいろ入ってくる

中で、本当にそれがこれだけ措置されてるのかとい

うのは、私のとこではちょっと分からないのがあり

ます。ただ、その数字を積み上げていっても、やは

りこの広大な市域を守るために頑張っていただい

てる消防団員、多団制も取っておりますし、団員数
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も大変多いですので、正直、賄えてないだろうなと

いうところぐらいまでは想像がつくんですけれど

も、実際、幾らと幾らで幾ら不足してるっていうと

ころはちょっと把握してないというのが事実です。

ちょっと回答になっておりませんかもしれません

けども、以上です。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） というのも、今回、たしか議

会のほうで要望書を出そうとしてますよね、これ。

（発言する者あり）いや、その数字が分からないの

に、要望書を出すっていうのはちょっと今どうなん

かなと少し思ったもんで、確認でちょっと聞かせて

いただいたんですけど、概算幾らぐらいもらってる

とかいうのも分からないですか、措置されてるって

いうのは。 

○分科会長（清水  寛） 長谷川課長。 

○財政課長（長谷川幹人） それにつきましては、ち

ょっと確認した上で、またお知らせのほうさせてい

ただきます。今、その細かい数字を持ち合わせてお

りませんので、ちょっと確認はさせてもらいます。

以上です。 

○委員（森垣 康平） よろしくお願いします。以上

です。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） やっぱし、言えへんって、質

問せえへんって言ったんですけども、超過課税の問

題で、窓口や、あるいは電話等々で市民の方から超

過課税について問合せやら苦情やら、あるいは相談

とか、そういうのは実情はありませんか。 

○分科会長（清水  寛） 中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） 今、僕は特には聞いたこ

とはないです、はい。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 非常に行儀がええというか、

市民の皆さん、納得しとんさるんですね。納得して

ないのは私ぐらいかと思えるぐらい、私のところに

は結構電話あるんですよ、電話も問合せも、壇上で

も言いましたけども、名前名のらずに。その方には、

私は窓口に行って問い合わせしてくださいと、何で

私はこんなに高いのかね、全部、窓口に行ったら、

税務課に行ったら分かるから、根拠の数字があるの

で、いって８月の盆頃に言うたんですが、その人は、

じゃあ、行かれてないんだな、聞いてないって言わ

れるのは。 

○分科会長（清水  寛） 中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） 特にはお聞きはしてない

です。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） じゃあ、最後に一つだけ。個

人市民税、法人市民税、都市計画税の超過課税額、

どっかにあったと思うんですが、金額ちょっと教え

てくれるか。この中、どこぞにあったんですけどね。

何ページ、資料の……。 

○分科会長（清水  寛） 中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） 個人、法人市民税、固定

資産税合わせて５億９５８万１，０００円です。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 個人市民税が５，３８４万８，

０００円、間違いありませんか。 

○分科会長（清水  寛） 中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） 正式な数字をお答えしま

す。個人市民税が５，３４１万７，０００円で、法

人市民税が１億３，１８８万５，０００円、固定資

産税が３億２，４２７万９，０００円で、トータル

５億９５８万１，０００円となります。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 決算書、どっかにそれ書いた

もんがありましたね。その金額と違うように思うけ

どなあ、今の。どこにあるんか、ちょっと出しても

らえますか。 

○分科会長（清水  寛） ちょっとお待ちください。 

 中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） 令和４年度の主な施策の

成果を説明する書類の９ページに市税の徴収実績

というのがありまして、９ページに、標準税額の超

過分ということで一覧を上げさせてもらってます、



 18

Ｈの欄です。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 確認します。９ページのＨの

表の縦なりにね、標準課税超過分、マルＨ、Ｈ、こ

れがそうですね。 

○分科会長（清水  寛） 中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） はい、そのとおりです。 

○委員（村岡 峰男） ようけだな。結構です。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） この８、９ページ見て思うん

ですけども、たばこ税が増えてますね。ほんで、一

般質問、誰かたばこ税のことを言おうとして、何か

どんなあれだったか、もっとこれだけ、さっきの５

億がすごい高いって村岡委員が言われるぐらいの

分をたばこ税で入ってきとるいうことは、喫煙者に

対して、もっと、何というんかね、せめてルール守

ってもらえる、あんな野ざらしのとこで、何にもあ

らへん、それなのに、こんだけ税金に貢献しとると

考えたら、もう少し配慮があっていいんじゃないか

なと。だから、４年度分のこの決算を見て、来年度、

何かそういう面で考えるっていうような何か提言

もしてほしいんですけど、いかがなもんでしょうね。 

○分科会長（清水  寛） 塚本部長。 

○行政管理部長（塚本 繁樹） おっしゃるとおり、

５億６，０００万円ですね、２０２２年度は。ちょ

っとずつ最近は増えてるんですけど、前は、２０１

３年だったら、６億１，７００万円という数字で、

結構昔は６億２，０００万円ぐらいあったんですけ

ども、徐々に少なくなっては、たばこ税を増額しっ

ていうような格好で、何とか今、市のたばこ税のほ

うも５億円、６億円弱を維持してるというような状

況です。ひどいときなんか、５億１，０００万円ほ

どしかない年もあります。ただ、これを使って何か

せえと言われても、なかなかそこは難しいのかなと、

はい、思っております。 

○分科会長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） そんなことを言い出したら、

人口がこれから減ってくるんだから、税金も減って

くるんだし、ねえ。そうじゃなくて、これだけある

んだったら、何か配慮を考えてもええんだ。全然考

えれへんいうんも、いかがなもんかなと思ってね。

そういって言い切られるんだったら、あれだけど、

市長も喫煙者だと思うんで、一回ちょっとこんな提

案があったぐらいは言っといてほしいですな。以上

です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。よ

ろしいですか。 

 そしたら、僕のほうからちょっと１点だけ。 

 最近、だんだんと金利が上がってきてるというよ

うな状況、ゼロ金利から随分方向性が変わってくる

んですけども、そういう意味で、起債等々に対する

影響というのが何らか今後あるのかなと思うんで

すが、その辺についてどのようにお考えでしょうか。 

 長谷川課長。 

○財政課長（長谷川幹人） おっしゃるとおりです。

金利のほうが、今、１０年国債でも０．６、０．７％

というふうに来とります。もちろんそれが借入れ、

我々、１０年、１５年借り入れますので、それに連

動するような形になってると思ってます。ですので、

ちょっとこの利率、今、０．５以内ぐらいかなと思

ってたんですけど、今後、借入れの際には、やっぱ

り利率が上がってしまうということは、それだけ負

担が上がってしまうということも想定をしてます。

我々として、なるべく借入額を少なくして、事業費

を減らした上で、借入額も少なくして、何とか努力

はしていきたいなと思ってますが、我々もちょっと

非常に冷や冷やしてるといった状況でございます。

以上です。 

○分科会長（清水  寛） そういう意味では、今ま

でのやり方というのが少し通用してこない状況に

なってきて、多分いろいろな方策を考えなければな

らないのかなというふうに思います。そういう意味

では、より有利なやり方っていうのをしっかりとま

た研究、検討していただいて、取り組んでいただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

 ほかございませんか。よろしいですか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） そうしましたら、質疑を

打ち切ります。 

 以上をもちまして分科会審査の午前の部を終了

したいと思いますが、ここで委員の皆さん、当局職

員の皆さんから何かございましたら、ご発言をお願

いいたします。よろしいですか。 

 では、ないようですので、明日２０日水曜日の委

員会審査は、午前９時３０分から当委員会室で行い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、当局の皆さんは退席していただいて結

構です。お疲れさまでした。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は午後１時。 

   午前１１時０９分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午後 ０時５４分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） まだ定刻の前なんですけど

も、皆さん、おそろいになりましたので、総務委員

会を、それでは、再開したいと思います。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては、要点を押さえ、簡潔、明瞭

に行っていただき、スムーズな議事進行にご協力を

お願いします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただきますようお願いし

ます。 

 これより、３、協議事項、１、付託・分担案件の

審査について、ア、委員会審査に入ります。 

 第１０９号議案、令和４年度豊岡市管理会財産区

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 但東振興局地域振興課、道下課長。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 第１０９

号議案、令和４年度豊岡市管理会財産区特別会計歳

入歳出決算の認定について説明させていただきま

す。 

 決算書は、５８１ページをご覧いただきたいと思

います。歳出のほうから説明をさせていただきます。 

 ５８１ページ、右側、備考欄です。人件費としま

して６万７，４２０円、こちらは、管理会委員５名

分の出役報酬になります。 

 事務費です。一般管理費、それから福祉基金利子

積立ての財産管理費、合わせて歳出の総額７万９，

７８７円となりました。 

 続いて、歳入です。 

 これより前のページ、５７９ページをご覧いただ

きたいと思います。右側の備考欄です。高橋財産区

特別福祉基金利子５，２７７円のほか、豊岡コウノ

トリ森林組合への出資配当金、そして、関西電力の

電柱ですけれど、敷地内に立っております電柱の土

地貸付収入、そして、前年度繰越金、預金利子、合

わせて歳入の総額は２０７万７，５６０円となりま

した。 

 そして、決算書の巻末、６１８ページから６１９

ページをご覧いただきたいと思います。こちらのほ

うに財産に関する調書を収載しております。令和４

年度中、出資による権利に増減はなく、また、高橋

財産区特別福祉基金にも利子以外の増減はありま

せんでした。 

 説明は以上とさせていただきます。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、認定すべきものと決

定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１０９号議案は、認定すべきものと決定しま

した。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午後０時５８分 委員会休憩 

──────────────────── 
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午後０時５８分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） 分科会を再開します。 

 午前に引き続き、第１０２号議案、令和４年度豊

岡市一般会計歳入歳出決算の認定についてを議題

といたします。 

 第１０２号議案中、当分科会に審査を分担されま

したのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収

支に関する調書、財産に関する調書等についてであ

ります。 

 十分な質疑時間を確保するために、当局には、新

規事業や前年度から大きな変更のあった事業、及び

主要事業等を主として説明いただきますよう依頼

しております。 

 当局の説明は、まず、人事課から全体の人件費を

含めて説明をいただき、その後、組織順で課ごとに

所管に係る歳出、歳入、実質収支調書、財産調書等

を続けて説明願います。 

 質疑は、説明が終わった後に一括して行います。 

 それでは、順次説明願います。 

 人事課、岡課長。 

○人事課長（岡  亮吾） それでは、令和４年度一

般会計に係る人件費の決算についてご説明いたし

ます。 

 説明につきましては、お配りしています令和４年

度決算、人件費の状況、一般会計資料に基づき、特

徴的なところをご説明いたします。 

 まず、職員給のうち、基本給です。給料と扶養手

当で構成されており、前年度と比較し、１，０３０

万６，０００円の増額となっています。給料につき

ましては、主に昇給、昇格や、人事院勧告による平

均改定率０．３％のベースアップに伴う増額となっ

ています。ここにはフルタイム会計年度任用職員の

給料も含まれており、パートタイム会計年度任用職

員については、報酬という形で支給をしています。 

 次に、その他の手当です。前年度と比較し、１億

５７５万４，０００円の減額となっています。この

うち、時間外勤務手当は５，５０８万６，０００円

減額となっており、主に選挙や新型コロナウイルス

ワクチン接種業務による特殊要因に係る部分が減

少したことによるものとなっております。 

 その下の期末勤勉手当につきましては、４，６６

９万７，０００円の減額となっています。主な要因

としましては、令和３年度の人事院勧告により、０.

１５月のマイナス引下げが行われましたが、国家公

務員の引下げが翌年度送りとなったことから、本市

におきましても、令和４年の６月期に正規職員のみ

減額調整を行ったことによるものとなっておりま

す。 

 次に、会計年度任用職員報酬です。パートタイム

会計年度任用職員の報酬のほか、諸手当を含んでい

ます。前年度との比較で４，２７０万４，０００円

の減額となっていますが、主な要因としましては、

学校給食調理業務の民間委託に伴うものです。 

 以上、職員給合計は、前年度の比較で１億３，８

１５万２，０００円の減額となっています。 

 次に、共済組合負担金です。市町村職員共済組合、

学校共済組合への負担金を計上しており、前年度と

比較して２，１８０万２，０００円の増額となって

います。主な要因としましては、令和４年１０月か

らパートタイム会計年度任用職員が共済組合に加

入したことによるものです。 

 次に、退職金です。退職手当組合への負担金で、

前年度と比較して１，１４８万円の増額となってい

ます。主な要因としましては、特別負担金の対象と

なる退職者数が増加したことによるものです。 

 災害補償費につきましては、地方公務員災害補償

基金の負担金、消防団員の災害補償費で構成されて

おり、前年度と比較して２１万２，０００円の増額

となっています。 

 その他につきましては、委員報酬や会計年度任用

職員の社会保険料及び雇用保険料等で構成されて

おり、前年度との比較で３，９４８万８，０００円

の減額となっています。主な要因としましては、学

校給食調理業務の民間委託に伴う社会保険料等の

減額、令和４年１０月からパートタイム会計年度任

用職員が共済組合に加入したことによる減額、選挙

回数の減少に伴う非常勤職員報酬の減額などによ

るものです。 
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 以上、一般職員等の合計は７５億９，０９５万２，

０００円で、前年度と比較して１億４，４１４万６，

０００円の減額となっています。 

 その下の議員委員等報酬は、前年度と比較して８

２２万２，０００円の増額となっています。これは、

令和３年度に新しく着任された議員の期末手当の

支給率が低かったことによるものです。 

 特別職給与につきましては、市長、副市長、教育

長の給料手当となりますが、前年度と比較して１，

１４２万４，０００円の増額となっています。これ

は、令和３年度は市長、副市長の交代があったこと

や、年度途中に副市長１名の欠員があったことによ

るものです。 

 事業費支弁人件費は、前年度と比較し１，２６５

万２，０００円の減額となっています。 

 以上、令和４年度の一般会計における人件費の総

額は８０億９，１６８万７，０００円で、前年度と

比較して１億３，７１５万２，０００円の減額とな

っています。 

 人件費の決算の説明は以上です。 

 引き続きまして、人事課固有の歳入歳出について

ご説明いたします。 

 決算書の９７ページをお開きください。歳出です。 

 中ほどに記載のある人事給与費です。人事給与費

は、職員の勤務や労務管理のほか、職員の人事及び

給与に係るもので、前年度と比較し５８０万２，５

６８円の減額となっています。主な要因としまして

は、保守点検委託料に記載の就業管理システムのタ

イムレコーダー更新の完了、業務委託料に記載の除

雪業務回数の減少、人事アドバイザー業務に係る業

務委託料の減額によるものです。 

 次に、同じく９７ページから９９ページに記載の

ある職員研修事業費です。職員研修事業費は、職員

人材育成基本方針に基づく職員の意識啓発、意欲の

増進、能力向上など、各種研修会への参加に要した

経費で、前年度と比較し２７７万５，９０２円の減

額となっています。主な要因としましては、派遣先

が２つ減少、日本政府観光局と日本航空となります。

これに伴う旅費の減額等によるものとなっており

ます。 

 次に、同じく９９ページに記載のある福利厚生事

業費です。福利厚生事業費は、労働安全衛生法に基

づく職場健診や福利厚生事業の実施に係るもので、

前年度と比較し１２２万８，３５３円の減額となっ

ています。主な要因としましては、健康診断の受診

者数の減少ですが、これは、学校給食センターの民

営化等に伴い、職場健診の対象となる職員が減少し

たためです。その他、長時間勤務職員に施す医師面

談の減少などが上げられます。 

 次に、歳入です。主な項目について説明いたしま

す。 

 ７３ページをお開きください。備考欄の上から７

行目に記載の団体生命共済事務取扱手数料、これに

つきましては、団体扱いとなってる各種保険に係る

取扱手数料となっております。 

 同じく７３ページの下側に記載のある派遣職員

給与費等負担金につきましては、北但行政事務組合

のほか、６団体に派遣してます職員の給与等に係る

負担金の受入れ分で、前年度と比較し４９９万３，

６３４円の減額となっています。主な要因としまし

ては、前年度をもって南三陸町への派遣が終了した

こと、新たに兵庫県への派遣を行ったことなどによ

る職員の入替えによるものとなっております。 

 同じく７３ページの下から２行目に記載のある

受益者負担金です。７５ページをご覧ください。備

考欄、上から２行目に記載のある職員駐車場と、そ

の下の成人病検診が人事課所管分となります。 

 次に、７７ページをご覧ください。備考欄の下側

に記載のある保険料本人負担金のうち５３８万８，

２５９円が人事課関係分で、雇用保険料の支払いの

ため、毎月の給与から引き去りする個人掛金を受け

入れるものとなっております。 

 次に、７９ページをご覧ください。事業助成金の

項目となりますが、備考欄、下から１０行目の安

全・安心のまちづくり事業助成金、これにつきまし

ては、兵庫県市町職員互助会からの助成金となって

おりまして、令和４年度から新設されたものとなっ

ております。 
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 同じく備考欄、下から６行目の職員健康診査助成

金、これにつきましては、職員健康診査の受診者に

対する市町村職員共済組合からの助成金となって

います。 

 続きまして、キャリアデザイン推進事業につきま

しては、岸本次長からご説明いたします。 

○分科会長（清水  寛） 人事課、岸本部次長。 

○総務部次長（岸本 京子） それでは、決算書の１

１３ページをご覧ください。では、上から６行目を

ご覧ください。 

 なお、記載にありますとおり、令和４年度はジェ

ンダーギャップ対策室の所管でしたけれども、今年

４月から組織改編で、人事課が所管をしております。 

 ご覧いただいておりますとおり、本事業の大半は

業務委託です。キャリアデザインアクションプラン

推進のため、技術的なキャリア形成意識の向上です

とか、職員のスキル向上や必要な気づきを得るため

の手段の一つとして、毎年度、より効果が見込める

と考えられるプログラムを検討し、研修等を実施し

ています。実態把握のベースとなる情報は、職員の

意識調査結果や研修受講後のアンケートです。実施

後には必ず検証し、課題や効果向上への対策を講じ

ています。 

 委託料のところをご覧いただきたいと思います

が、この執行額は、研修業務、事業推進と後期アク

ションプラン策定に向けたアドバイザリー業務、職

員意識調査業務、合わせて６２１万５，０００円と

なっています。 

 また、２年目となります消防職場における職場環

境改善支援業務ですが、試行年として実施しました

ハラスメント対策としての外部相談窓口設置業務

と合わせて４５７万５００円となっています。その

ほかは、毎年３月に実施しております次年度採用予

定者を対象とした入庁前研修参加旅費、あるいは研

修受講の負担金となっています。２０２１年度と２

０２２年度の２か年、消防職場の環境改善支援業務

に取り組みましたけれども、消防職場だけではなく、

どこにでもハラスメントの芽はあるという前提で、

２０２２年度は６月から全職員を対象として外部

専門家による相談窓口を設けました。実績は、延べ

４人という結果で、利用件数自体は少ないという印

象ですけれども、悩んだときに市役所内以外にも相

談できる場があるという窓口の多様性など、一定の

安心感の確保ができているものと考えます。自分は

ハラスメントの加害者にも被害者にもならないと

いう考えは、とても危険です。誰でも当事者になり

得ること、そして、ハラスメントがなくならないと

いうことを前提に、対策や啓発は継続しなければな

りません。キャリアデザインアクションプランの戦

略目的である働きやすく、働きがいがあり、ジェン

ダーギャップが解消された職場を目指すためには、

組織が果たす役割と位置づけまして、取組をやめな

いこと、一歩ずつという姿勢を持ち続けることが必

要だと考えます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、総務課、太田垣

課長。 

○総務課長（太田垣健二） それでは、総務課が所管

いたします事務事業の決算につきまして、前年度と

比較して増減額が大きかったものを中心に説明を

させていただきます。 

 まず、歳出のほうから説明をさせていただきます。 

 決算書９４、９５ページをお開きください。９５

ページ、右上の一般管理費でございます。一般管理

費全体のうち、総務課分の決算額は２，６０５万５，

３０９円でございます。ここでは、主に市広報等の

文書の発送、入札契約事務、法令関係事務等、行政

事務の執行に必要な経費や、地区集会施設の整備に

係る補助金等を執行しております。前年度と比較い

たしまして、約３２０万円の増額となっております。

一般管理費内の各科目で多少の増減はありますが、

中でも、補助金、地区集会施設整備費の決算額が前

年度と比較いたしまして約６００万円増額になっ

たことが主な要因と考えております。 

 続きまして、決算書は、１０２ページ、１０３ペ

ージをお開きください。１０３ページ、右側、上か

ら３つ目の欄の庁舎管理費でございます。ここでは、

本庁舎及び豊岡稽古堂の維持管理に必要な経費を



 23

執行しておりまして、決算額が１億１，１３７万７，

０１９円となりました。前年度と比較いたしまして、

約２４０万円の減額となっております。これは、豊

岡市が保管しておりました高濃度ＰＣＢ廃棄物の

処分が前年度、２０２１年度中に全て完了しました

ので、手数料だけで見ますと、約２，８００万円減

額となっておりますが、一方で、特に電気代であり

ますが、他の科目が増額となったため、結果的に減

額幅が小さくなってるという結果になっておりま

す。 

 続きまして、決算書、ちょっと飛びまして、１７

８ページ、１７９ページをお開きください。１７９

ページ、右側の下から３つ目の欄、就業構造基本調

査費でございます。本調査は、５年ごとに実施され

ます統計法に基づく国の基幹統計調査の一つで、国

民の就業、不就業の状態を調査し、全国及び地域別

の就業構造に関する基礎資料を得ることを目的と

したものでございます。ここでは本調査に係る事務

費を、また、そのすぐ上段に人件費とありますが、

ここで指導員及び調査員の報酬をそれぞれ支出し

ておりまして、財源は全て県からの委託金を充当し

ております。 

 同じく１７９ページ、右側の一番下の欄でござい

ます。住宅・土地統計調査費でございます。本調査

につきましても、５年ごとに実施されます統計法に

基づく国の基幹統計調査の一つで、住宅と、そこに

居住する世帯の居住状況、世帯の保有する土地等の

実態を把握し、その現状と推移を明らかにすること

を目的としたものでございます。２０２２年度は、

調査の実施年度であります２０２３年度に向けた

準備といたしまして、調査区の設定作業を行ったも

ので、ここでは事務費を、また、そのすぐ上段に人

件費とありますが、ここでは指導員の報酬をそれぞ

れ支出しておりまして、これにつきましても、財源

は全て県からの委託金を充当しております。 

 続きまして、歳入でございます。総務課が収入し

たものの主なものについてのみ説明をいたします。 

 決算書の３０ページ、３１ページをご覧ください。

３１ページの右側の上から６つ目の欄、１行目の市

役所北駐車場使用料でございます。決算額が、ご覧

のとおり、４３３万５，６００円となっておりまし

て、対前年度比１１２．９％と、４９万４，１００

円の増額となっておりまして、ほぼコロナ禍前の水

準まで戻ってきている状態でございます。 

 続いて、５４ページ、５５ページをお開きくださ

い。５５ページ、右側の一番下の欄、一番下の行の

住宅・土地統計調査事務委託金でございますが、先

ほど歳出の際にも説明をいたしました住宅・土地統

計調査費の財源といたしまして、兵庫県より収入し

たものでございます。 

 続きまして、５６ページ、５７ページをお開きく

ださい。５７ページの右側です、一番上の欄、１行

目の就業構造基本調査事務委託金でございますが、

これも先ほど歳出の際に説明をいたしました就業

構造基本調査費の財源といたしまして、兵庫県より

収入したものでございます。 

 総務課からの説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、地域づくり課、

井上課長。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 私のほうから、地

域づくり課が現在所管しています事業のうち、人権、

多文化共生以外の事業の主なものについて説明を

いたします。 

 まず、歳出からですが、１２７ページをお願いい

たします。１２７ページの一番下の枠、市民プラザ

管理費です。前年度と比較して約４，３００万円の

増となっていますが、中ほどに記載をしております

多目的ホールの舞台照明、音響映像設備の補修工事

に４，４１９万９，１００円を支出しており、これ

が増額の主な要因となっております。 

 続いて、１４５ページをお願いいたします。上か

ら８行目になります、地域コミュニティ推進事業費

です。これの中ほどに記載をしております業務委託

料ですが、中間支援組織である一般社団法人地域の

手に対して１，３７５万円を支出しているものです。

委託の内容につきましては、地区内のアンケート調

査やワークショップなど、各地区の地域づくり計画

策定に伴う支援や、組織運営に当たっての相談業務、
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会計事務などの実務の支援を行っていただいてい

ます。 

 その下、交付金でございます。２種類の交付金が

ありまして、１つは地域コミュニティ活動促進事業

交付金で、これは、地域で新たな事業へ取り組む際

の経費や、地域づくり計画を策定するための経費と

して、希望するコミュニティを対象に交付するもの

で、昨年度は６地区に対して１８３万５，７４０円

を交付いたしております。 

 その下のコミュニティづくり交付金ですが、これ

は、２９全ての地域コミュニティ組織に対して、合

計１億３，４２２万４，７５１円を交付しておりま

す。多い地域で５６０万円、少ない地域で４５９万

８，０００円を交付し、地域雇用職員の人件費や活

動費に充てられています。 

 その下、コミュニティセンター管理費ですが、通

常の２９コミュニティセンター施設の管理費用と

長寿命化工事に係る経費になります。昨年度は、清

滝地区コミュニティセンターの長寿命化工事を行

いました。次の１４７ページをお願いいたします。

ここの中段から下のほうに記載をしておりますが、

補修工事として４，６５８万６００円を支出してお

ります。あわせて、同じページの上から９行目にあ

る設計監理委託料として、清滝のコミセン分として

３９４万９，０００円を、また、今年度行っており

ます日高コミセンの実施設計分として７５９万９，

９００円を支出しております。清滝コミュニティセ

ンターの長寿命化工事の改修内容としましては、外

壁の補修や塗装、強化ガラスへの入替え、エアコン

の改修、照明のＬＥＤ化などを行っております。 

 続きまして、１５１ページをお願いいたします。

中ほどより少し下になりますが、結婚・女性活躍推

進事業費です。これは、ハートリーフ推進室の関係

事業になります。地方創生総合戦略の主要手段の一

つ、結婚したいと思う人が結婚できている、この状

態を目指して、出会い機会創出事業、はーとピーで

すとか、若者独身者交流事業、はーとピーＦＲＥＥ、

ボランティア仲人養成講座、縁結びさんなどを行っ

ております。これらに係る報償金や広告料を支出し

ております。 

 次に、１５３ページになります。下段になります、

Ｉターン推進事業費です。次の１５５ページになり

ますが、上から３行目、昨年度からまちのサードプ

レイス事業を移住相談窓口に改めて、移住相談及び

移住希望者へのまちの案内に特化して運営してお

ります。このため、前年度と比較して、約１４０万

円の減となっております。また、移住ポータルサイ

トの「飛んでるローカル」の運営や、移住フェアへ

の出展負担金等を支出をしております。 

 その少し下、Ｕターン推進事業です。こちらにつ

いては、令和３年度より３２６万円の減額となって

おります。事業の見直し等によるものですが、ジョ

ブナビ豊岡の運営や合同企業説明会の開催、高校生

の総合学習支援等、例年どおりの事業も実施をして

おります。 

 続きまして、１６７ページです。一番上の地域お

こし協力隊推進事業です。地域おこし協力隊につき

ましては、新規の隊員募集や全体的な支援は環境経

済課で行いましたが、配置した後は各担当課での予

算執行となっております。令和３年度までは、報償

費や消耗品費、住宅使用料など、隊員にかかる費用

を全て市が直接支出していましたが、昨年度から隊

員個人と委託契約を結び、それぞれの隊員が支出す

る方法に変更しております。昨年度、委嘱していた

協力隊員は全部で５０名になります。そのうち１０

名が環境経済課分で、２名が生涯学習課分となり、

決算額は、記載額のうち環境経済課が５，０５０万

３，５０８円、生涯学習課分が１，８２６万６，８

７５円となっております。 

 続きまして、歳入について主なものを説明いたし

ます。 

 決算書３１ページになります。上から６つ目の枠、

総務使用料の下から２つ目、コミュニティセンター

の使用料です。こちらは令和３年度が４７９万８，

８３０円でしたので、約９４万円の増額となってお

ります。 

 続きまして、４５ページをお願いいたします。上

から４つ目の枠、地方創生推進交付金ですが、環境
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経済課のＩターン、Ｕターン、定住、各推進事業に

合わせて５６６万円を充当しております。 

 続きまして、４７ページになります。下から３つ

目の枠、県の補助金です。移住支援事業補助金７５

万円は、東京圏からの移住者に対して、市が１名に

１００万円を補助しております。そのうちの県の負

担分となります。その下の空き家活用支援事業補助

金１３５万円は、学生向けシェアハウスの改修事業

補助金、これは２０２万５，０００円を支出してお

りますが、それに対する県の補助金となります。 

 ７９ページをお願いいたします。中ほどのコミュ

ニティ助成事業費交付金５００万円です。これはコ

ミュニティ活動に必要な備品や施設の整備等に一

般財団法人自治総合センターが助成するもので、昨

年度は中筋と高橋のコミュニティ組織に交付をし

ております。 

 決算書の８３ページをお願いいたします。下から

３つ目の枠の中ほどになりますが、市民プラザの整

備とコミュニティセンターの整備に対して、それぞ

れ起債を充てております。 

 最後、８９ページになります。一番下の欄になり

ます、過疎対策事業債です。記載されている額のう

ち３，４６０万円がコミュニティ振興課分になりま

す。これは城崎、竹野、但東地域のコミュニティづ

くり交付金、それから活動促進事業交付金に充当し

ております。 

 私からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、地域づくり課、

木内参事。 

○地域づくり課参事（木内 純子） 歳出のほうです

が、１４７ページをご覧ください。一番下の枠、多

文化共生推進事業費です。２０２１年９月に多文化

共生推進プランを策定し、２０２２年度からプラン

に基づいて本格的に様々な事業を実施しています。

昨年度は、市民向けには外国人市民の声を聞き、多

様な国の文化などを知るための多文化共生ワーク

ショップ、日本語学習ボランティア研修、災害時の

やさしい日本語講座を新たに実施しました。職員向

けには保健師、保育士等を対象として、外国にルー

ツを持つ子供の支援のための研修を実施し、外国の

子育て文化、母語の大切さなどを学んでいただきま

した。 

 また、現在外国籍の方が１，０００人を超え、国

籍も多様となっていることから、職員向けのやさし

い日本語講座を開催しました。さらに昨年度は、多

文化共生推進プランの推進のために、外国人支援団

体、地域、教育機関、企業、外国人市民などから構

成される多文化共生推進会議も新たに設置しまし

た。これらの研修講師や委員への謝礼として報償金

２６万１，６６０円を支出しております。また、ア

イティ４階のＷＡＣＣＵ ＴＯＹＯＯＫＡで月２

回、多文化交流サロンを実施しました。これは市内

の外国人支援団体２団体に委託して実施しました。

この委託料として５０万円を支出しております。 

 それから、１４９ページのほうをご覧ください。

補助金、在住外国人コミュニケーション支援事業費

でございます。こちらは５８０万円支出しておりま

して、外国人支援団体２団体が開催している日本語

教室の開設、運営業務に対して支援を行い、外国人

市民が日本語を学ぶ機会を提供しております。昨年

度は１，８００回以上の日本語教室が開催され、日

本語の学習に加え、ごみの出し方や災害のことなど、

生活に関することについても教えていただいてお

ります。 

 次に、決算書３８１ページをご覧ください。一番

上の枠です、人権教育推進事業費です。こちらの補

助金につきましては、豊岡市人権教育推進協議会に

２２０万８，０００円を交付し、６つの支部の地域

に根差した事業と全市的な事業を実施しました。あ

らゆる人権問題の解消を図るため、様々なテーマを

取り上げ、各種団体と連携を深めながら、研修会や

住民学習会など、人権教育、啓発に取り組みました。

昨年度も新型コロナウイルスの感染拡大を防止す

るため、一部中止した事業もありましたが、豊かな

人権文化を構築するため、実施可能な事業の実施を

図りました。 

 次に、歳入を説明いたします。 

 ４５ページをご覧ください。上から４つ目の枠、
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地方創生推進交付金でございます。こちらにつきま

しては多文化共生推進事業費に、この地方創生推進

交付金のうち８５万５，０００円が交付されており

ます。 

 続きまして、４７ページをご覧ください。一番下

の枠の下から５行目でございます、人権啓発事業費

補助金４１万３，０００円につきましては、人権啓

発、人権教育の事業に対して県から交付されたもの

です。 

 最後に、７９ページの中ほどをご覧ください。雑

入の補助金・交付金のうち市町日本語教育体制づく

り事業補助金の４２２万７，０００円につきまして

は、昨年度から新たに、文化庁の間接補助事業とし

て兵庫県国際交流協会から交付されているもので

す。先ほどの多文化共生推進事業のうち日本語教室

の実施に係る補助金、在住外国人コミュニケーショ

ン支援事業費の分と会計年度任用職員の人件費に

対して交付されたものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、ジェンダーギャ

ップ対策室、上田部次長。 

○くらし創造部次長（上田  篤） ジェンダーギャ

ップ対策室から３つの事業の主な決算額について

ご説明いたします。 

 １４８ページ、１４９ページをご覧ください。ま

ず、市内の事業所向けのワークイノベーション推進

事業費の主な内容ですが、階層別のセミナーなどの

開催をはじめ、従業員意識調査、ワークイノベーシ

ョン表彰制度、あんしんカンパニー２０２２の実施

に伴う経費です。主な費目では、報償金３９万３，

０００円は、表彰制度の審査をお手伝いいただいた

社会保険労務士、税理士、中小企業診断士５名と学

識経験者１名の謝金やキャリア相談のメンターへ

の謝金などです。次に、業務委託料５３７万９，０

００円の内訳は、経営者、マネジメント層、女性従

業員、男性従業員の４つの階層を対象に、各２回、

合計８回のセミナーとワークショップを開催した

経費が２４０万９，０００円、ワークイノベーショ

ン推進事業のアドバイザーの年間契約委託料が１

３２万円、従業員意識調査が１０社で１６５万円で

す。 

 続きまして、まち全体を対象としたジェンダーギ

ャップ解消推進事業費の主な内容ですが、地域や女

性をはじめ、学校園の管理職、教職員などを対象と

した研修会、ワークショップなどの啓発事業に係る

経費です。主な費目としましては、報償金２３９万

５，０００円では、ジェンダー平等推進アドバイザ

ーをはじめ、ジェンダー地域啓発アドバイザーと学

識経験者の謝金が２１８万円、戦略会議委員１０名

の謝金が４万円です。さらに講演会の講師謝礼２名

分が１７万５，０００円です。次に、消耗品費２５

万４２９円のうち１７万２，８４０円は、ジェンダ

ーなど多様性をテーマにした絵本３冊を、保育園、

幼稚園、認定こども園等４０か所に配付した経費で

す。手数料２４万８，６００円は、オリジナル意識

啓発漫画８話分の作成手数料１９万３，６００円な

どです。次に、業務委託料２１５万５００円は、５

回シリーズで開催し、３４名の塾生にご参加いただ

いた豊岡みらいチャレンジ塾２０２２開催に関す

る委託料です。 

 続きまして、子育て中の女性の就労促進事業費の

主な内容ですが、女性デジタルマーケティング人材

育成とＷＡＣＣＵ ＴＯＹＯＯＫＡ内のみらい応

援Ｒｏｏｍにおける各種相談業務とセミナー開催

に係る経費です。主な費目では、報償金６０万７，

２００円ですが、子育て女性向けの起業相談実施に

伴うアドバイザー謝金です。業務委託料３１９万円

は、デジタルマーケティング人材育成関連のオンラ

イン式と対面式の授業、合計１７４時間と復習回が

２０時間、インターンシップが３０時間、それと経

営者向けの啓発セミナー開催などの委託料です。 

 続きまして、歳入についてご説明いたします。 

 ３９ページをご覧ください。３９ページです。総

務費国庫補助金の中の地域女性活躍推進交付金１

７６万６，０００円は、女性デジタル人材育成事業

の補助率２分の１の交付金です。 

 続きまして、６３ページをご覧ください。６３ペ

ージです。総務管理費寄附金の企業版ふるさと応援
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寄附金１，７１０万円のうち１１０万円がジェンダ

ーギャップ対策室関連の３つの企業から頂いたふ

るさと応援寄附金です。 

 ジェンダーギャップ対策室から以上でございま

す。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、城崎振興局地域

振興課、藤原課長。 

○城崎振興局地域振興課長（藤原 孝行） １２９ペ

ージをご覧ください。庁舎管理費の城崎地域振興課

の部分でございます。１点だけ特に変わったという

か、目立ったところだけですが、光熱水費になりま

す、３０４万９，９５５円。既にご案内のとおり、

昨年電気代がすごく高騰したということで、一昨年

と比べますと１０９万円程度増額となっておりま

す。この対応として１２月の議会でお認めいただい

た補正予算、それから、この庁舎管理費全体で賄っ

たというふうな状況でございます。 

 歳出のその他、それから、歳入については例年ど

おりで推移をしておりますので、省略をさせていた

だきます。 

 以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、竹野振興局地域

振興課、山根課長。 

○竹野振興局地域振興課長（山根 哲也） １０５ペ

ージをお願いいたします。１０５ページ、上から１

０行目、土地管理費のうち１２万８４９円が竹野振

興局地域振興課分となります。これは地元、竹野浜

自治会へ区民の会館として使用いただくこととし

て無償貸与しております旧竹野老人福祉センター

に係る費用で、真ん中辺りにある建物共済基金分担

金のうち５，７９５円、その下の保守点検委託料は、

記載の３万５，２００円、その８行下の土地借り上

げ料のうち７万９，８５４円が該当し、これらの支

出経費につきましては、この後歳入の説明で触れさ

せていただきますが、全て竹野浜自治会が負担をさ

れております。 

 次に、１３０、１３１ページをお願いいたします。

上から２枠目の竹野振興局費の庁舎管理費です。竹

野振興局の通常経費に当たるものとして、光熱水費、

修繕料、電気設備、エレベーター等の保守点検、宿

日直業務の委託料が主なものとなっており、昨年度

は竹野振興局においても、光熱水費等の高騰により

まして光熱水費が対前年度約１５０万円の増とな

っております。また、そのほか主なものとして、下

から１４行目の投資委託料の設計監理料２０６万

８，０００円とその６行下の補修工事費１，０７２

万３，９００円ですが、これは竹野庁舎の駐車場か

ら庁舎玄関までの間のひさし、建築用語でキャノピ

ーといいますが、このキャノピーの経年劣化による

著しいたわみにより、パネル等の部材落下の危険性

が高まったことによる補修工事を実施したもので

ございます。次に、下から５行目、自動車管理費に

つきましては、振興局管理公用車７台の管理費でご

ざいます。 

 続いて、歳入についてご説明いたします。 

 ７５ページをお願いいたします。７５ページの一

番下、光熱水費等使用者負担金のうちの旧竹野老人

福祉センター１２万８４９円は、先ほど歳出でご説

明しました地元、竹野浜自治会へ区民の会館として

使用いただいております使用者負担金となります。 

 次に、８３ページをお願いします。下の市債の枠、

総務債の総務管理債の中の上から６行目、庁舎整備

事業債のうちの竹野庁舎５１０万円は、これも先ほ

ど歳出で説明いたしました庁舎玄関キャノピーの

補修工事等に係るものとなっております。 

 竹野振興局からは以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、日高振興局地域

振興課、池内課長。 

○日高振興局地域振興課長（池内 章彦） １３３ペ

ージをご覧ください。中ほどの日高振興局の庁舎管

理費、修繕料の内訳ですけども、コピー機のパフォ

ーマンスチャージ料が６１万９，６２３円、施設設

備の小修繕の６件で３１万８，１９１円となってま

す。主なものは、女子トイレの壁タイル、扉の修繕、

来庁者用駐車場の縁石の破損修繕などです。 

 １３５ページをご覧ください。上から６行目の整

備工事費は、庁舎の玄関ホール壁タイル修繕工事を

行ったものです。その下の庁用備品は、日高庁舎に
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勤務する職員の事務机の更新、来客対応カウンター

椅子等の更新を行いました。その他は経常的な管理

経費になります。その下、自動車管理費につきまし

ては、リース車８台を含む日高振興局管理用公用車

１０台分の管理費になります。 

 歳入について説明します。 

 ７５ページをお願いします。下から１２行目の日

高庁舎の光熱水費等使用者負担金１７０万１，７８

０円ですけども、日高庁舎に入居している豊岡市商

工会をはじめとする団体の電気料金などの使用者

負担金になります。 

 日高は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、出石振興局地域

振興課、三宅課長。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） それでは、

歳出から主な事業費について備考欄にて説明いた

します。 

 決算書１３５ページをご覧ください。下段の枠の

庁舎管理費ですが、総額１億４，４７５万７，２１

０円の支出で、前年と比較し１億１，４００万円余

りの増額となっています。その主な内容は、出石庁

舎長寿命化改修工事に係るものです。まず下から６

行目、投資委託料の部分、工事に係る設計監理が３

１１万３，０００円です。 

 次に、１３７ページをご覧ください。上から４行

目、整備工事費の部分、庁舎とありますものが、庁

舎長寿命化改修工事の費用１億２，５９３万２，４

００円です。主な内容は、建築工事は外壁、内壁亀

裂修繕、電気工事は自家発電改修、照明器具の工事、

機械工事はトイレ自動水栓化、配管高圧洗浄などに

係るものです。 

 次に、１６５ページをご覧ください。上から９行

目の出石永楽館歌舞伎開催事業費です。一昨年度に

引き続き、新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

り３年連続の中止となったため、支出総額は１７万

６，８９０円と、中止決定までに松竹株式会社等と

の連絡調整に要した費用のみとなっております。 

 次に、３８５ページをご覧ください。一番上の伝

統的建造物群保存地区保存事業費です。支出総額は

１，９８５万３，８３１円で、前年より約１，０７

０万円の減となっています。主な理由といたしまし

ては、作成を進めておりました伝建地区防災計画書

が２０２１年度に策定され、これに係る調査分析業

務委託料の約４００万円の支出がなくなったこと。

また、補助金の欄、２０２２年度は３件の１，８４

３万４，０００円を支出しましたが、その前年度２

０２１年度の４件の支出と比較しますと約５６６

万円の減額となったためです。 

 次に、３９５ページをご覧ください。下から６行

目、出石多目的ホール管理費です。通常の管理費の

支出額は１４２万７，９２８円でしたが、別途、次

のページをご覧いただけますでしょうか、１２行目

に繰越明許分として、６８９万１，９００円を支出

しています。これは２０２１年度にトイレの便器等

の増設や手洗いの自動水栓化の改修工事等を行っ

たのですが、一部設備が入荷できないことにより繰

越明許を行い、２０２２年度にまたがり工事、支出

をしたものです。 

 次に、歳入についてご説明いたします。 

 ４５ページをご覧ください。右上２つ目の枠、教

育費国庫補助金の中の社会教育費補助金の３行目、

重要伝統的建造物群保存地区保存修理費補助金９

２７万２，０００円は、修理・修景事業３件分に係

る国庫補助金です。補助率は２分の１です。 

 続いて、５５ページをご覧ください。上から４つ

目の枠、教育費県補助金の中の社会教育費補助金の

３つ目、同じく重要伝統的建造物群の保存修理費補

助金４６３万６，０００円は、県からの補助金で、

補助率は４分の１です。 

 次に、８３ページをご覧ください。下段の市債の

上から７行目、庁舎整備事業債に出石庁舎が６，０

００万円です。これは先ほどご説明申し上げました

出石庁舎長寿命化改修工事に充てたものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、但東振興局地域

振興課、道下課長。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） まず歳出

につきまして、１３７ページをご覧いただきたいと



 29

思います。備考欄の中段ですが、但東振興局の庁舎

管理費１，４４８万７，２７４円を記載しておりま

す。前年より５８万３，９９８円の増となっていま

す。電気代の高騰が続きまして、光熱水費が５０１

万８，５１８円と、前年に比べて１６２万７，７８

４円の増額となっております。特に保守点検料、こ

ちらは２７０万５，７３６円ですけれど、停電時の

自家発電機のバッテリー２台を交換しました。また、

空調設備に関する、３年に一度のフロン排出抑制法

に基づく定期点検を行いました。このため前年より

４１万４，７００円の増額となっておりますが、消

耗品費、燃料代、修繕料等その他の支出を抑制した

ことによりコスト削減にも注力をしたところです。 

 続きまして、３７９ページです。備考欄一番上か

ら、東井義雄の心を伝える推進事業費、こちらは５

４万９，７００円の支出です。東井関係資料の整理

鑑定を要請しております研究者の先生方に対する

報償金１６万円、また東井を顕彰する白もくれんの

会への活動補助金２５万円、その他は事務用消耗品

となっております。 

 続いて、３９５ページをお願いします。中段に但

東市民センター管理費１７８万４，０２８円として

おります。前年より１６万８，２５６円の減です。

前年は施設に不具合が幾つか生じたことから、２０

万円程度の修繕費を必要としましたが、当年度はこ

れが４万７，３００円と、比較的少なく済んだ結果

として減額となっております。その他の支出、各種

委託料等は例年と同様です。 

 代わりまして歳入です。 

 ６７ページをお願いします。一番上の段、東井義

雄遺徳顕彰基金繰入金、金額は５４万９，７００円

でした。先ほど歳出側で触れた東井義雄の心を伝え

る推進事業費、こちらの財源として基金から繰入れ

を行ったものです。その他の歳入につきましては、

例年とさほど差異なく推移しました。 

 説明は以上になります。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、会計課、西村課

長。 

○会計課長（西村 嘉通） それでは、会計課の関係

分につきまして、歳出から説明をさせていただきま

す。 

 決算書の１０１ページをお願いいたします。一番

下の枠の会計管理費のところです。これは会計課の

事務に係る通常の事務的経費で、支出の総額が７８

１万９，４８１円、前年度との比較では約２４０万

円程度の増となっております。次のページにかけて

内容の内訳がございます、１０３ページです。主な

支出としましては、一つは手数料です、上から４つ

目です。これは収入、支出の処理に係る金融機関等

への手数料です。もう一つは、その２つ下で、保守

点検委託料です。これは内訳もございますが、シス

テムや機器の保守点検委託料などです。増額の要因

といたしましては、手数料のうち指定金融機関、但

馬銀行への事務取扱の手数料を前年度見直しをし、

増額をしたことによるものです。その他の項目は前

年度とほぼ同じです。 

 次に、１０５ページをお願いいたします。財産管

理費の中ですけれども、１０５ページの下のほうに、

基金管理費という項目がございます。これは各基金

への積立金で、次のページにかけて基金別の内訳が

ございます。これらのうち会計課で所管しているも

のが、利子の分です。すなわちその中で何々基金（利

子）というふうに表記しているもので、基金運用に

よる利子を各基金に積立てを行ったものです。 

 なお、利子のみの合計額の表記はございませんが、

全部で１４項目あり、金額は１，５００万円余りで

す。 

 その次に、歳入についてご説明いたします。 

 戻っていただき、決算書の５８ページ、５９ペー

ジをお願いいたします。上から４枠目の基金運用利

子のところです。決算額合計が１，６６５万８，３

５９円で、前年度との比較では少し減額となってお

ります。なお、各基金への金額の振り分けにつきま

しては、運用利子の総額を各基金の規模、積立残高

で案分したものです。また、一部の基金を除き、利

子は全て基金に積み立てることとしており、先ほど

歳出のほうでご説明した積立金のものと項目、金額

がそれぞれ対応しております。その他雑入等にも若
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干関係分ございますが、いずれも前年とほぼ同様で

す。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、選管監査事務局、

中川局長。 

○選管監査事務局長（中川 光典） 令和４年度は、

参議院議員選挙が執行され、また、年度末から県議

会議員選挙の準備を行いましたので、主にこれらに

係った経費について説明をさせていただきます。 

 なお、監査事務も含め経常的な事務経費について

の説明は、例年と大きな違いはありませんので、割

愛をさせていただきます。 

 それでは、決算書１７４、１７５ページをお願い

します。まず下の枠、参議院議員選挙費でございま

す。これは令和４年７月１０日に執行いたしました

第２６回参議院議員選挙に要した経費でございま

す。備考欄の人件費のうち会計年度任用職員報酬２

２９万６，４４６円は、この選挙のために臨時で雇

い入れた職員の報酬です。その４行下、非常勤職員

報酬３８７万５３０円は、期日前を含む投票管理者、

投票立会人及び開票立会人等への報酬でございま

す。その下、人事課の所管になりますが、時間外勤

務手当と管理職特別勤務手当は、期日前を含む投開

票事務に携わった職員の時間外手当です。最下行、

消耗品費１，６１８万４，８８２円は、主に選挙用

ポスターの掲示板、ページを１枚めくっていただき

まして、１７７ページ、備考欄の２行目、食糧費１

３４万３，４７１円は、投票管理者や立会人などの

賄いとしての弁当代、その３つ下、通信運搬費２４

３万１６１円は、主に投票所入場券の郵送に係る経

費です。その２つ下の手数料１３１万２，０３３円

は、開票時の投票用紙分類機設置費用や選挙公報の

配布手数料です。さらにその３つ下の業務委託料の

うち３０６万７，５１５円は、入場整理券作成業務

の委託に係る経費です。この欄の最下行、庁用備品

１０９万５，１６０円は、投票記載台や開票時自動

読み取り機専用のノートパソコンを購入したもの

です。参議院議員選挙の事務等に要した経費は、合

計で２，８４５万７，３２０円でしたが、先ほどの

非常勤職員報酬と人事課所管の時間外手当などの

人件費を含めますとこの選挙に要した費用といた

しましては、総額で５，０７４万１，８１５円とい

うことになります。 

 次に、同ページ、県議会議員選挙費ですが、これ

は令和５年４月９日に執行いたしました兵庫県議

会議員選挙に要した経費の令和４年度の執行分で

ございます。この令和４年度分は、選挙の告示が３

月３１日でしたので、期日前投票が始まる直前まで

に要した経費ということになります。主立った支出

につきましては、備考欄枠の中段辺りの消耗品費１，

１２５万５，８６９円です。これは主に選挙用ポス

ターの掲示板に係るものです。その４つ下の通信運

搬費２３１万２，２０９円は、主に投票所入場券の

郵送に係る経費です。兵庫県議会議員選挙の令和４

年度に要した事務的な経費は、１，４１２万９，７

４６円でしたが、人件費などを含めますと総額で１，

４６６万７，６１６円ということになります。 

 なお、このほかの執行された県議会議員選挙に係

る選挙経費につきましては、令和５年度分の決算に

なりますので、ご了承願います。 

 歳出については以上でございます。 

 続きまして、歳入の説明に移らせていただきます。 

 決算書５５ページをお開き願います。備考欄の下

から２枠目、選挙費委託金でございます。総額で６，

０１５万９，３５１円が兵庫県からの交付金です。

１行目の兵庫県議会議員選挙事務委託金９８９万

９，２１１円ですが、これは令和４年度分に要した

経費の一部としての委託金となります。令和５年度

へまたぐ選挙事務ですので、概算払いということに

なっています。よって、先ほどの歳出の合計とは一

致いたしません。次の行、在外選挙人名簿の登録事

務費として５，０６３円、その下の行、参議院議員

選挙事務委託金として５，０２５万５，０７７円と

なっております。参議院議員選挙事務委託金は本来

１０分の１０の収入ですが、歳入と歳出に若干の差

があるのは、他の選挙でも使用できるような備品の

購入につきましては、一定の割合で補助金額が削減

されるためです。 
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 選管監査事務局の説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は、２時１

０分。 

午後２時０３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時０９分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） 皆さんおそろいになりま

したので、休憩前に引き続き分科会を再開します。 

 既に説明を終えてますので、これから質疑に入り

ます。質疑はございませんか。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） 理解ちょっとしたいんで、質

問するんだけど、地域おこし協力隊５０名、そのう

ち１０名は環境経済部に出とる、給料は１０分の１

０での４５０万円ぐらいはちゃんと出しとる。で、

環境経済部に行く、要するに観光がしたいという人

らを雇ったということなのかな、雇ったというか、

協力隊を採用したと、そのうち１０名を環境経済部

に。その環境経済部で好きに使ってやな、給料はそ

っちから出てへんと、給料は、あくまでも地域おこ

し協力隊の中でやっとるということの解釈でええ

んかな。 

○分科会長（清水  寛） 井上課長。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 協力隊がしたいこ

とがあって、豊岡に来られます。これは観光だけで

はございません。豊岡市は、それを受入れ団体とマ

ッチするかどうかを合わせて、ちょうど観光をやり

たいっていう人がいたら、その人と受入れ団体が中

心になってやります。市は、その協力隊に対して年

間４８０万円ほど業務委託という形でお支払いし

ます。なので、その方がやりたいことに対して活動

費とその人件費分が、年間４８０万円ということで

保障されて、自分がやりたいことをするということ

になりますので、市が何かをするためにその人たち

を雇っているということではないということでご

理解いただければと思います。 

○分科会長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） 市は雇ってないちゃってね、

今環境経済部に１０人行っとるというから、ちゃん

とうまいことマッチングして、自分のしたいのと、

給料は、要は市からはもう出てへんということだな、

環境経済部のほうから経費を払ってないという解

釈でええんかな。 

○分科会長（清水  寛） 井上課長。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 給料が出てるとい

うことではございません。環境経済課が所管課にな

っておりますので、環境とか経済だけでなく、例え

ば起業型の、業を起こす協力隊に対しても昨年は４

名、５名いましたので、そういった人たちが活動す

るための費用を払っているということになります。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（木谷 敏勝） いや、理解はできんけども。 

○分科会長（清水  寛） ほかございますか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 人事課の説明の中で長時間勤

務の職員さんの医師面談数が減ったというような

ところがあったんですが、基本的なことを教えてく

ださい。 

 産業医の方に多分面談をお願いするのかと思う

んですけれども、その基準、どのぐらい長時間働い

たらというようなんで、またそれはどういう、誰が

判断するのかということと、それと産業医の方が面

談をした上で、これはちょっと専門医に行かなけれ

ばいけないなというようなことになった場合はど

うなるのかとか教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 岡課長。 

○人事課長（岡  亮吾） 基本的に長時間勤務職員

の医師による面談指導というのが月１００時間以

上もしくは２から６か月の平均８０時間超、こうい

った場合には面談をするという形になっておりま

して、月１００時間以上もしくは２から６月の平均

８０時間超の場合には、本人の申し出なく、原則産

業医との面談をしていただくという形になります。

月８０時間を超える場合に関しては、本人の申出に

よって実施の有無を判断するという形になってお

ります。一応基準はこういう形で決まっております

ので、この基準に従って産業医との面談を行ってる
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という形でございます。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。 

 さらにそこから産業医が面談をした上で、この方

はちょっと専門医受診したほうがいいとか、何かそ

ういった判断がそこであるんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 岡課長。 

○人事課長（岡  亮吾） 産業医の先生との話の中

で、今後経過観察が必要だという方につきましては、

一応人事課のほうから、所属長のほうにはその旨は

一応申し入れてるという形でございますし、今のと

ころこの職員がどうこうというところのとこまで

は、ちょっと今はまだいってませんので、もしそう

いう状況になれば、その辺りは産業医の先生とも相

談をしながら、職員の対応を考えていきたいという

ふうに考えております。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。もう

１点よろしいですか。 

○分科会長（清水  寛） はい、どうぞ。 

○委員（義本みどり） もう一つは、１４５ページの

コミュニティのところで、２つ事業があって、片方

の事業は全部のコミュニティが該当するけれども、

もう一つのほうは何個ですか、何かっておっしゃっ

たと思うんですけど、そこ教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 井上課長。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 全部の２９のコミ

ュニティでやるのが、コミュニティづくり交付金と

いいまして、これ組織を運営するための部分と、そ

れから人件費ということで、計算式に基づいて一定

的に出すものでございます。 

 もう一つの地域コミュニティ活動促進事業交付

金、これ、手挙げ方式の交付金でございまして、事

業のスタートアップとか、それから、今言ってます

地域づくり計画をするときの特定の事業に対して、

やりたいというところに対して審査をしながら交

付をするものでございます。手挙げ方式と、計算式

に基づいて払うものという、その２つでございます。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 手挙げ方式ということは、何

か積極的に特別なことをしたいというような、積極

的な意思が働いてるというような理解ですか。 

○分科会長（清水  寛） 井上課長。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） はい、そのとおり

でございます。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。分か

りました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 分かったら、４４ページに、

説明があったかどうかよく分からないんですが、県

の委託金で、自衛隊員募集事務、２万何ぼかな、あ

るんですが、これは総務課の範疇かな、違いますか。

どこの範疇。ここ関係ないか。（「建設経済」「危

機管理かな」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（清水  寛） 太田垣課長。 

○総務課長（太田垣健二） 少なくとも総務課では収

入しておりません。またお調べして、また。 

○分科会長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ほれでも、ここに総務費委託

金って書いてあるで。 

○分科会長（清水  寛） 太田垣課長。 

○総務課長（太田垣健二） 科目はそうであっても、

総務課では収入しておりません。 

○委員（村岡 峰男） 分かりました。 

○分科会長（清水  寛） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） すみません、人事課の所管だ

ったと思いますけども、職員の健診が下がったとい

うことなんですけども、これコロナの影響で受診控

えというのがあって、昨年度もコロナはコロナやけ

ども、どういった要因が、今年２２年は考えられた

んですかね。それとどのぐらい下がったのかだけ教

えてください。 

○分科会長（清水  寛） 岡課長。 

○人事課長（岡  亮吾） 職員健診の受診の件数で

ございますけども、令和４年度が６６９名、令和３

年度が６９６名ということで若干下がっておりま
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す。これにつきましては、ちょうど健診の頃に、去

年の夏ですかね、コロナの蔓延がちょっとございま

して、その関係で、受診予定をしてた職員が、ちょ

っとコロナの関係で受診ができなかったというこ

とで減少という形になってございます。 

○分科会長（清水  寛） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） ３年と比べたら３０名、３０

名ぐらいか、パーセントでしたら。 

○分科会長（清水  寛） 岡課長。 

○人事課長（岡  亮吾） すみません、実際は学校

給食センターの民営化に伴いまして、５６名、会計

年度任用職員が減少ということがございましたの

で、そこの部分は大きい、プラスコロナの影響もあ

ったということでございます。 

○分科会長（清水  寛） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） 了解しました。そういう任用

職員の方が減ったということの減少ということで

すね。承知しました。結構です。 

○分科会長（清水  寛） ほかありませんか。よろ

しいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 以上をもちまして、分科会審査の午後の部を終了

したいと思いますが、ここで委員の皆さん、当局職

員の皆さんから何かありましたらご発言をお願い

します。 

 ないようですので、明日２０日水曜日の委員会審

査は、午前９時３０分から当委員会室で行いますの

で、よろしくお願いします。 

 それでは、当局の皆さんは退席していただいて結

構です。お疲れさまでした。 

 ここで分科会を暫時休憩します。 

午後２時１９分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時２２分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、分科会を再開

します。 

 第１０２号議案の審査につきましては、先ほど質

疑まで終えましたので、討論に入ります。討論はご

ざいませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 一般会計の２２年度決算につ

いては、認定できない立場から意見を申し上げます。 

 午前中にも意見を申し上げましたけども、市民税

の個人市民税の所得割に対する超過課税ですね、特

にこれについては、もうやめてと、やめるべきだと。

五千数百万円の収入が超過課税でありますけども、

これがあったから、いろんな施策ができたっていう

答弁繰り返されてますけども、当たり前の話で、あ

ったら、入ってきたら使うのは当たり前なんだし、

使ったらいろんな施策ができたっていうのは当た

り前のことなんですけども、その施策がどんなもん

かっていったら、それは超過課税に見合う施策では

ないと。一般的な施策が繰り返されておりますし、

市民の実態から見て、あるいは消費税率も１０％引

き上げられて、それまでからの超過課税ですから、

市民の負担を考えれば最低限、個人市民税への所得

割は廃止をしていただきたい。同時に、法人市民税

についても、あるいは固定資産税についてもやめる

方向での検討をすべきではないのかということで

す。（「よって、認定できないと」と呼ぶ者あり）

え。どうぞ。 

○分科会長（清水  寛） ほかにございませんか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 賛成の立場から、市民税並び

に固定資産税の超過課税は、都市計画税の廃止に伴

う代替財源として議会で認めてきたもので、今日の

市民の暮らしを着実に支えています。個人市民税の

超過課税についても、ウエートは低めであるが、大

事な財源であります。 

 以上から、市民税、固定資産税の超過課税分を含

む本決算は適切妥当であり、認定すべきであると考

えます。 

○分科会長（清水  寛） それでは、討論を打ち切

ります。 

 賛成、反対の意見がありますので、挙手により採

決をいたします。 

 本案は、認定すべきことに賛成の委員の挙手を求

めます。 



 34

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（清水  寛） 賛成多数により、第１０

２号議案は、認定すべきものと決定しました。 

 ここで分科会を暫時休憩します。 

午後２時２５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時２５分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開します。 

 これより３、協議事項、２、意見・要望のまとめ

について、ア、委員会意見・要望のまとめに入りま

す。 

 当委員会に審査を付託されました案件の本日の

審査は終了しました。 

 ここで委員会意見・要望として、委員長報告に付

すべき内容についてご協議いただきたいと思いま

す。 

 暫時休憩します。 

午後２時２５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時２６分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） 休憩前に引き続き会議を再

開します。 

 そうしましたら、委員会の意見・要望については、

特にないということでよろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、そのように決定

をいたします。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午後２時２６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時２６分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） 分科会を再開します。 

 これより３、協議事項、２、意見・要望のまとめ

について、分科会意見・要望のまとめに入ります。 

 当分科会に審査を分担されました案件の本日の

審査は終了しました。 

 ここで分科会意見・要望として、予算決算委員会

に報告すべき内容について協議いただきたいと思

います。 

 暫時休憩します。 

午後２時２６分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時２７分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、休憩前に引き

続き会議を再開します。 

 分科会についての意見・要望については、特にな

いということでよろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、そのように決

定をいたします。 

 以上で分科会を閉会します。 

午後２時２７分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後２時２７分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開します。 

 これより４、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんのほうから何かあればお願

いいたします。特にないですか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、以上をもちまし

て総務委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午後２時２８分 委員会閉会 

──────────────────── 


